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表
紙

白
神
山
地
・
青
池（

青
森
県
深
浦
町
）

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
で
知
ら
れ
る
深
浦
町
は
、

青
森
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
町
。
マ

グ
ロ
の
水
揚
げ
高
は
県
内
一
で
、
青
森
と
秋
田
を
結
ぶ

Ｊ
Ｒ
五
能
線
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
の
人
気
エ
リ
ア
。

ま
た
、
ど
こ
よ
り
も
大
き
な
夕
陽
が
見
え
る
町
と
し
て

も
知
ら
れ
、
約
80
㌔
に
わ
た
っ
て
続
く
海
岸
線
は
「
夕

陽
海
岸
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

白
神
の
玄
関
口
と
な
る
十
二
湖
に
は
33
の
湖
が
点
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
に
特
徴
が
あ
り
、
春
の
新
緑
、
秋

の
紅
葉
と
季
節
ご
と
に
違
っ
た
美
し
い
景
観
を
見
せ
て

く
れ
る
。
池
を
巡
る
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
初
心
者
も
安
心
。
な
か
で
も
一
番
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
は
青
池
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
遊
歩
道
か
ら
覗

け
ば
、
ま
る
で
青
イ
ン
ク
を
流
し
込
ん
だ
よ
う
。
水
面

に
は
周
囲
に
生
い
茂
る
ブ
ナ
の
木
々
や
葉
が
映
し
出
さ

れ
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ
の
色
は
秋
以

降
だ
ん
だ
ん
と
色
が
濃
く
な
り
、冬
に
は
黒
く
見
え
る
。
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神秘的な雰囲気を醸し出す青池

 1 巻頭エッセー／神戸市職員採用試験「デザイン・クリエイティブ枠」 久元　喜造（神戸市長）

特　集 平成30年度 ふるさとイベント大賞
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表3 手前みそですが… 【沖縄県うるま市】

平成30年度ふるさとづくり大賞・第23回ふるさとイベント大賞 内閣総理大臣賞表彰式の開催　２

第23回ふるさとイベント大賞表彰式　３

大賞（内閣総理大臣賞）＜１団体＞　●与那原大綱曳まつり【沖縄県与那原町】　4

最優秀賞（総務大臣表彰）＜１団体＞　●乙亥大相撲【愛媛県西予市】　6

優秀賞＜３団体＞　  ●撮りフェス in 室蘭 2017【北海道室蘭市】　8 
●2018 小出雪まつり【新潟県魚沼市】　10 
●きくち夏まつり 菊池白龍【熊本県菊池市】　12

ふるさとキラリ賞＜２団体＞　  ●ザ！雑巾ダッシュ !! 2017 in みつえ【奈良県御杖村】　14 
●鞆の津 八朔の馬出し【広島県福山市】　16

【特集編では大賞・最優秀賞ほか、全20表彰を全て紹介～特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●選考委員特別賞　  じないまち 四季物語【大阪府富田林市】

●次点　  Reborn-Art Festival【宮城県石巻市】
J：COM×寒川 びっちょり祭【神奈川県寒川町】
丸山千枚田の虫おくり【三重県熊野市】
29ロードウォーク【鳥取県鳥取市、若桜町、八頭町】
あしや砂像展2017【福岡県遠賀郡芦屋町】
苓北じゃっと祭「天草れいほくペーロン大会」【熊本県天草郡苓北町】

喜多方発21世紀シアター 2017【福島県喜多方市】
三國湊 帯のまち流し【福井県坂井市】
赤れんがマーケス in 舞鶴2018【京都府舞鶴市】
石見神楽と共奏、オペラ「石見銀山」の制作・上演【島根県大田市】
FUKUCHI FIND FESTIVAL 福智スイーツ大茶会【福岡県福智町】
白鬚田原神社のどぶろく祭り【大分県杵築市】

レギュラーリポート

平成30年度地方創生フォーラム in 東京
歴史・文化資源を活かした都市デザイン
平成30年度地方創生フォーラム in 宮崎
連携・交流による新たな地方創生
移住・定住・交流推進支援事業
長野県泰阜村・天龍村・阿南町・下條村・飯田市・箕輪町・伊那市

「移住婚活 突撃 ！  田舎にお嫁に
来ませんか!?」事業を推進 松川友哉

国内調査報告　福岡県福岡市、大分県宇佐市
民泊による地域活性化

広報室だより
地域の課題を木育で解決する
地方創生へ―ウッドスタート宣言　福島県国見町
地域巻き込み型「木育推進」の進め方 八木雄二

首長の思い

「暮らして楽しい」を実現できる持続可能な
まちづくり！ 中山正隆（ 和歌山県有田川町長）

うるま市

沖
縄
県

243

うるま市は、沖縄本島の中部東海岸に
位置し、人口約12万4000人が暮ら

すまちです。平成17年に4市町が合併し
て誕生し、「さんごの島」という意味を持
つ沖縄の言葉「うるま」から名付けられ
たうるま市は、コバルトブルーの海に囲
まれた島々と美しい橋「あやはし」で結
ばれる、「海」「橋」「空」が調和した風光
明媚なまちとして知られています。
また、東洋一の長さを誇る「海中道路」
や、世界遺産「勝連城跡」をはじめとす
る歴史的な遺跡も多く、沖縄の伝統芸能「エイサー」や「獅子舞」などが盛んで、沖
縄県随一の「闘牛どころ」としても知られています。
主な特産品については、全国一の生産量を誇る「もずく」や、甘みの強い「津堅にん

じん」の他にも、小菊や肉用牛など、地域特性を活かした農水産物の生産が盛んです。
自然・文化・歴史・産業など沖縄のあらゆる要素が凝縮された地域「リトル沖縄う

るま市」へ、ぜひ一度、お越しいただき、その魅力を肌で感じてください。

█海中道路
勝連半島とその先の島々を結ぶ全長 4.75 キロの海中道路。うるま市を代表する観光ス
ポットで、周辺の真っ白な砂地や美しい海では、1年中、マリンスポーツで楽しまれて
います

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
ま
ち

　う
る
ま

█うるマルシェ
「食を通じてうるまを元気に」をコンセ
プトに平成30年 11月にオープンした
農水産業振興戦略拠点施設。地元産の
新鮮な農水産物を販売。地元客を中心
に、連日、賑わいを見せています

█津堅にんじん
津堅島の「津堅にんじん」は甘みが強く、
ジュースやデザートなどの加工品にも
活用されています

█現代版組踊「肝高の阿麻和利」
地域の中高生による、勝連城主である「阿
麻和利」の半生を演じる現代版組踊。全国
や海外公演も実施しています

█自然を活かした観光体験
市観光物産協会では、自然や伝統文化を活
かした様々な体験プランを提供。多くの観
光客を楽しませています

█島しょ地域の集落風景
海中道路を渡った先の島しょ地域には、豊
かな自然や沖縄らしい原風景が残ってお
り、観光や移住先として人気があります

█勝連城跡
2000 年にユネスコの世界遺産に登録され
た勝連城跡。頂上からは、青く輝く太平洋
が一望できる沖縄有数の景勝地です

█うるま市まちキャラ
「うるうらら」
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平成 30年度ふるさとづくり大賞
豊重哲郎氏

（鹿児島県鹿屋市）

第 23回ふるさとイベント大賞
与那原大綱曳まつり運営委員会

（沖縄県与那原町）

豊重哲郎氏への表彰状授与 与那原大綱曳まつり運営委員会への表彰状授与

平成 30 年度ふるさとづくり大賞・第 23 回ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞表彰式の開催

2019・5月号地域づくり 本編 2



　（Ұࡒ）஍Ҭੑ׆ԽηϯλʔͰ͸ɺฏ੒ �� ೥ � ݄ � ೔（ۚ）ʹϕϧαʔϧ൧田ڮϑΝʔετʹͯʮ;Δ
͞ͱΠϕϯτେ৆ʯͱʮ஍ํ૑ੜϑΥʔϥϜʯΛ։͠࠵ɺଟ͘ͷօ༷ʹ͝ࢀՃ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

˙ϓϩάϥϜ
��ɿ�� ʙ　ୈ �� ճ;Δ͞ͱΠϕϯτେ৆　දজࣜ
��ɿ�� ʙ　ฏ੒ �� ೥౓஍ํ૑ੜϑΥʔϥϜ JO ౦ژʮྺ࢙ɾจԽݯࢿΛ͔ͨ͠׆౎市σβΠϯʯ

ʲجௐߨԋʳ੢ଜ ޾෉ ࢯ（神戸ܳज़޻Պେֶڭतɺ౦ژେֶ໊༪ڭत）
ʲύωϧσΟεΧογϣϯʳ  อҪ ඒथ ࢯ（๏੓େֶݱ୅෱ֶࢱ෦ڭत）
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中ଜ 和ࢯ ޺（ۚ୔市౎市੔උہఆॅଅਐ෦長）

受賞者の皆さん

表彰式の様子総評を述べる北川委員長と角田委員

第 23 回ふるさとイベント大賞表彰式・
平成 30 年度஍ํ૑ੜϑΥʔϥϜJO ౦ژΛ開催

બߟҕһ௕ͷ総ධ 株式会社アートフロントギャラリー代表取締役／アートディレクター北川 フラム氏

©Mao Yamamoto

ճͷड৆Πϕϯτʹ͍ͭͯ͸ɺͦΕͧΕͷࠓ
஍ҬͰɺօ͞Μ೤ҙΛ΋͍ͬͯΖ͍Ζ޻෉ͯ͠ɺ
ͦͷ஍ҬΛग़ͦ͏ͱ͍ͯ͠Δ͜ͱʹײ໏Λड͚
·ͨ͠ɻ

͞Βʹͦͷಛ৭͸ྺ࢙ͳΓهԱͳΓʹ༝དྷ͠
͍ͯΔ΋ͷ͕ଟ͍͜ͱͰ͢ɻ

·ͨɺ͏·͍͍ͬͯ͘ΔΠϕϯτ͸ͦͷ৔ॴ
ͷಛ௃ʹత֬ʹ߹Θͤͨ΋ͷͰͨ͠ɻ

ɺ৯׆ɺ஍Ҭ͕࣋ͭ౔஍ͷಛ࣭ɺྺ࢙ɺੜࠓ
΋ͷʹΑ͍ͬߴՃ౓͕ࢀΛ૊Έ߹Θͤɺͳ͓ࣄ
ΓΛ΋ͭΑ͏ͳΠϕϯτ͕ྗΛ΋͖ͬͯͯތͯ
͍ͯɺ͍͜͠خͱͰ͢ɻ

3 2019・5月号 地域づくり 本編



評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年8月3日（土）、4日（日）　■開催場所：沖縄県島尻郡与那原町御殿山青少年広場
■問い合わせ先：
・団 体 名　与那原大綱曳まつり運営委員会
・住　　所　〒901-1392　沖縄県島尻郡与那原町字上与那原16番地
・電話番号　（098）945-5323　・URL　https://yonabaru.okinawa/（与那原ナビ）

●440年余りの歴史と伝統がある。
●町を象徴する一大イベントで、地域の知名度アップに貢献している。
●延べ3万人の動員があり、地域の内外を問わず多くの人を惹きつける魅力がある。
●町民問わず誰もが、綱を「作る」「担ぐ」「曳く」ことができる参加型のまつりである。
●園児は踊りを練習し、小学生は田植えや稲刈りをし、中学生は太鼓をたたく金鼓隊（きんこたい）や前舞い（メーモーイ）で祭りに参加する。子
どもから大人まで、幅広い世代が地域と関わりを持ってまつりを開催しており、地域住民の連帯の強さを感じる。

●親から子へ孫へ、伝統文化の継承に取り組んでいる。
●町民には「大綱曳の日はみんなが与那原（よなばる）に帰る日」という認識があるなど、地域住民の郷土意識の高揚に繋がっている。
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沖縄県
与那原町

第23回
ふるさとイベント大賞

主催者メッセージ

相羽 としえさん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

与那原大綱曳まつり運営委員会

36回（2018年）

旧暦6月26日直後の週末土日（基本）

与那原町御殿山（うどぅんやま）
青少年広場

延べ30,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 19,805人

沖縄県与那原町自治体名

内閣総理大臣賞

与那原大綱曳まつり
今から440年ほど前、大切な稲が害虫に食べられ、人々は飢餓に苦し
みました。「町中で鐘や太鼓を打ち鳴らし、大きな声をあげて大綱を曳き
なさい」と山のおじいから言葉を授かりその通りにしたところ、害虫が全
滅し豊作に。それから与那原で綱曳が行われるようになりました。以前は、
町の一部だけでの綱曳でしたが、昭和58年からは、各区で作った綱を大
綱曳前日に締め合わせ、東西合わせて5トン、90メートルの大綱をみん
なで曳き合う現在の「与那原大綱曳まつり」の形に変化していきました。
実は、まつりの準備は、終わった直後から始まります。年が明ければ町
内の5つの拝所で五穀豊穣、無病息災、子孫繁栄を祈り、旧暦4月15日に
は害虫を払う「アブシバレー」を行います。毎月稲の成長への感謝や大綱
曳の成功を祈願し、本番1カ月前からは藁を仕入れ、本格的に綱作りがス
タートします。老いも若きも男も女も町中の人々が集まって綱を作り、鉦
鼓（ソーグ）や太鼓のたたき方、踊り方、旗頭の持ち方などの練習をしま
す。小学生は田植えや稲刈りをし、中学生は太鼓をたたく金鼓隊（きんこ
たい）や前舞い（メーモーイ）でまつりに参加します。園児たちも踊りを
練習し、大綱を作る綱武士（ちなむし）たちを応援します。
大綱曳当日。安全と大綱曳の成功を祈願し、気持ちを奮い立たせる「ガー
エー」で気勢をあげます。カナチ棒を先頭に、旗頭、六尺、ドラ・ボラ、
金鼓隊、支度、前舞いたちが鐘の音と掛け声で盛り上げ、その音は町中に
響き渡ります。さぁ、いよいよ本番です！大綱の上に14人の支度が乗っ
て道ジュネー（行列）。まるで龍神が天に舞うがごとく荘厳な姿に皆が引
き寄せられ、大綱が会場に入ると一気にヒートアップ。東西の大綱が結合
した隙間にカナチ棒が入った瞬間、大綱がたたき落され綱曳がスタートで
す!! 会場中の人々が手綱を曳き、大綱は大蛇のようにうねり与那原大綱曳
は最高潮に達します。
皆が全力を出し切った結果、勝敗はつくものの、「曳き清らさ、勝ち清
らさ、負け清らさ（ひきちゅらさ、かちちゅらさ、まけちゅらさ）」＝「勝っ
ても負けても和気あいあいと」という言葉があるのも、与那原大綱曳の美
しさです。町民だけでなく誰しもが、綱を「作る」「担ぐ」「曳く」ができ
る参加型のまつりであることも、与那原大綱曳まつりの醍醐味の一つです。

与那原町役場　観光商工課
地域おこし協力隊

「サー！サー！サー！サー !!」
の掛け声と共に「カンカンカン」
と鳴り響く鉦鼓（ソーグ）の音。
風にのせて踊る旗頭に華やかな
女性たちの舞。大綱曳本番前に
気勢をあげるガーエーと、支度
（したく）が大綱の上に乗って
練り歩く昇龍のような荘厳さ。
カナチ棒が入った瞬間に大綱が
たたき落されるド迫力を、ぜひ
体感してください。

5 2019・5月号 地域づくり 本編 2019・5月号地域づくり 本編 4



評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年11月26日（予定）
■開催場所：野村公会堂
■問い合わせ先：
・団 体 名　西予市観光協会野村支部
・住　　所　〒797-1212
・電話番号　0894-72-1115　・URL　n-sanken@city.seiyo.ehime.jp

●長い間継続して開催されており、地方の祭として定着している。
●相撲の町としての認識が広まっており、相撲が地域振興の下地となっている。
●一番の見どころは、実業団や大学生などのアマチュアトップ選手とプロの若手力士が激突するプロ・アマ対戦で、特徴がある。
●地区の誇りをかけた住民対抗戦は地域の絆を深めている。
●当日運営はもちろん、事前準備など地域住民が積極的に参加しており、イベント開催にあたり地域住民の関わりが深い。
●戦時中でさえ一度も絶やすことなく続けてきた乙亥大相撲への住民の想いは強く、7月の豪雨被害の復興の励みにもなって
いる。

被
災
前
の
乙
亥
会
館
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第23回
ふるさとイベント大賞

総務大臣表彰

米田 直さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

西予市観光協会野村支部、西予市、
西予市教育委員会

167回

11月下旬

乙亥会館
（～2020.3 豪雨災害復旧工事中）

約6,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 38,019人

愛媛県西予市自治体名

乙亥大相撲

西予市観光協会野村支部
支部長

主催者メッセージ

嘉永5年（1852年）6月25日に、町内の4地区が全焼、総羅災戸数
100戸、棟数260棟という大火災が起こりました。これらの火災が二度
と起こらないように火除けの神として愛宕山に愛宕神社を祭祀し、以後
100年にわたり旧暦10月の乙亥の日に三十三結の願相撲を奉納し、無火
災を祈願したのが始まりです。祈願相撲は1952年に終わりましたが、地
方祭として定着してきたことから、野村町三大まつりの一つとして盛大に
継続されています。
相撲は、全国の一般実業団や大学生などのアマチュアトップ選手と、大
相撲の若手有望力士が激突する全国で唯一のプロアマ対戦が一番の見所と
なっており、激しい取組が繰り広げられます。また幕内力士による稚児の
土俵入りや、地元の小・中・一般青年の対抗戦、乙亥太鼓演奏、初っ切り
なども行われ、2日間の乙亥祭りは町が相撲一色で賑わいます。
過日の2018年7月豪雨災害では、会場となる乙亥会館に2階部分まで
濁流が流れ込み、壊滅的な被害を受けました。しかしながら、戦時中でさ
え一度も絶やすことなく続けてきた乙亥大相撲への住民の想いは強く、
167回目となる乙亥大相撲も会場を変更して開催しました。これまでの
会場は使用できませんので、代替場所に一から土俵を作ることとなり、地
域の皆さんが、乙亥大相撲開催のため、また復興への願いを込めて4日間
かけて作った珠玉の土俵が完成し、無事に開催することが出来ました。
また、2017えひめ国体では、約600人の相撲競技選手団を地域全体で
民泊をして受け入れました。豪雨災害直後には、その時の民泊先を案じて
日本全国から多くの国体選手が駆けつけて下さり、復旧活動にご協力いた
だきました。今回の乙亥大相撲では、その選手たちが土俵上で大熱戦を繰
り広げ、住民の皆さんは勇気づけられ、絆も一層深まりました。
これからも相撲の町として、乙亥大相撲が復興に向けての一助となるよ
う努めてまいります。

愛媛県
西予市

今回の乙亥大相撲の開催につ
いては、避難所や被災地を回っ
て被災された方がどのようなご
意見をお持ちか伺って参りまし
た。ほとんどの方から「例年通
りやってほしい」という声を聞
き、また辛い立場の被災者から
「運営は大変と思うが頑張って」
と反対に励ましの言葉もかけて
くださいました。改めて地域に
なくてはならないイベントだと
実感しました。
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評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年7月6日（土）～7月7日（日）〈予定〉　■開催場所：北海道室蘭市全域
■問い合わせ先：  ・団 体 名　撮りフェスin室蘭実行委員会

・住　　所　〒051-0022　北海道室蘭市海岸町1-5-1　室蘭観光協会内
・電話番号　0143-23-0102　・URL　http://tori-fes.com/

●北の大自然がつくり出した自然景観と工場夜景などの産業景観を併せ持ち、それらが共存・融合している室蘭の魅力を地域
資源として活用したイベント。

●通常のフォトコンテストとは異なり、2日間・24時間という制限時間の間で撮影から作品提出までを行うなど、独創性のあ
る企画内容となっている。

●参加者の作品を通じて地域の魅力を発信している。
●普段は立ち入ることができない特別な撮影スポットを行政と民間企業の協力を得ながら開放するなど、官民が一体となって
魅力を増すための創意工夫を図っている。

●参加者が撮影した写真はイベント翌日から写真展で展示され、市の知名度向上に繋がっている。また、地域住民自身も気づ
いていなかった町の景観の魅力に改めて触れることで、郷土意識の高揚に貢献している。

北海道
室蘭市
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

川島 佳峻さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

撮りフェス in 室蘭実行委員会

2回

2017年9月16日（土）～9月17日（日）

北海道室蘭市全域

参加者数272人
関係住民 約100人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 84,405人

北海道室蘭市自治体名

撮りフェス
in 室蘭 2017

撮りフェスin室蘭実行委員会
（所属：株式会社EPOCH）
実行委員長

主催者メッセージ

室蘭は、アイヌ語で「小さな・下り路」という意味の語
源の通り、小さいながらも起伏に富んだエリアです。そこ
に北の大自然がつくり出した自然景観と工場夜景などの産
業景観を併せ持ち、それらが奇跡的に共存・融合しています。
少し歩くだけで目の前の景色がめまぐるしく変わる、まさ
に被写体としての魅力に溢れた町です。撮りフェス in 室蘭
は、室蘭の観光資源の原点でもある「景観」の価値に着目し、
室蘭の町を24時間という制限時間内に自由に散策しなが
ら、町が持つ被写体としての魅力を写真に収めていく滞在
型フォトコンテストです。通常のフォトコンテストとは違
い、2日間・24時間という制限時間の間に撮影から作品提
出までを行います。撮影場所は室蘭市内全域で、普段は立
ち入ることのできない特別な撮影スポットを行政と民間企
業等の協力を得ながら開放しています。またプロの写真家
と巡る撮影ツアーや作品講評とトークも開催し、「写真」を
きっかけとして地域が盛り上がるフォトコンテストです。

室蘭は行くたびに新鮮な経験
がある「フォトジェニック」な
まちです。撮影する場所やアン
グル、時間や季節でも、その時々
で様々な表情を見せてくれま
す。撮りフェス in 室蘭は、ま
だ回数が少ないイベントなが
ら、年を重ねるごとに参加者も
増え、毎回参加してくださる参
加者もいます。あなたも「世界
がまだ知らない室蘭」を発見し
に来ませんか。
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新潟県
魚沼市

評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2020年2月8日（土）、9日（日）予定
■開催場所：響きの森公園雪のコロシアムほか
■問い合わせ先：
・団 体 名　小出雪まつり実行委員会
・住　　所　〒946-0011 新潟県魚沼市小出島1209番地11 小出商工会内
・電話番号　025-792-2124　・URL　http://seinenbu.uonumakoide.com/yuki/

●マイナスのイメージが大きい雪を「楽しみ」に変えようという発想から始まったイベント。
●雪合戦発祥の地を掲げて開催される雪合戦はリピーターも多く、毎年人気が高い。外国人チームの参加もある。
●雪合戦前日は参加チームに郷土料理や地酒が振る舞われ、参加者や地元の人が交流を図っている。
●遊び心を持って競技を行うことを心得としており、雪合戦当日は、豪雪地域特有の民具を身につけ、様々なコスチュームや
パフォーマンスでイベントを盛り上げている。

●大会の景品は、魚沼産コシヒカリや地酒など魚沼ならではのものを用意しており、会場では魚沼産コシヒカリが無料で提供
される。市民も町内会単位でかまくらを作り、来場者に楽しんでもらうなど、魚沼の文化の発信に繋がっている。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

関 和雄さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

小出雪まつり実行委員会

31回（2019年時点）

毎年2月中旬

響きの森公園雪のコロシアムほか

16,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 36,368人

新潟県魚沼市自治体名

2018
小出雪まつり

小出雪まつり実行委員会／
小出商工会青年部　副部長

主催者メッセージ

毎年2月に2日間にわたり開催され、小出雪まつり実行
委員会を中心に、市民の力で地域活性化を目指しています。
特に小出国際雪合戦（2019年から魚沼国際雪合戦に名称
変更）は、雪合戦発祥の地を掲げ、これまで31回開催し
ています。大会前日は、商店街を雪灯篭でライトアップし
て参加チームをお出迎えします。前夜祭交流会では、郷土
料理や地酒を振る舞い、参加者同士や市民との交流の場と
なっています。大会当日は、豪雪地域特有の道具「こしき」
などを使って、雪合戦を楽しみます。この雪合戦大会は遊
び心を持って競技を行うことを心得としていて、選手達は
コスチュームやパフォーマンスで会場を盛り上げていま
す。大会の景品は、魚沼産コシヒカリや地酒、地元温泉の
宿泊券など魚沼ならではの品ばかりで、会場内では特産の
魚沼産コシヒカリが食べ放題です。市民も町内会単位でか
まくらを作り、来場者に振る舞うなど、訪れた方と市民が
一体となって盛り上がるイベントです。

魚沼市は日本有数の豪雪地帯で
すが、小出雪まつりは訪れた方
と市民が一緒になってその雪を
楽しむイベントです。雪を地域
資源として活用しようと平成元
年から小出国際雪合戦を始めま
した。リピーターも多く、冬季
以外でも選手と役員の枠を超え
て仲良くさせていただいていま
す。一緒に盛り上げていただけ
る皆様のお越しをお待ちしてい
ます。
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熊本県
菊池市

評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年8月10日（土）　■開催場所：菊池市民広場一帯
■問い合わせ先：
・団 体 名　菊池市役所　商工観光課
・住　　所　〒861-1331　熊本県菊池市隈府888番地
・電話番号　0968-25-7223　・URL　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

●市民広場前の県道を封鎖し、200メートルの県道区間を２体の雄雌の白龍が巨体を折り曲げて蛇行し、すれすれで交錯する
パフォーマンスは迫力満点で多くの観客を魅了する。

●雄龍・雌龍は大人、若龍は中高生、子白龍は小学生が担ぎ上げるなど、幅広い世代の担ぎ手により、菊池白龍は未来に継承
されている。

●ステージイベントなどを通して、多くの地域住民が様々な形で祭りに参加している。
●人気アーティストのライブや首都圏のイベントにおいて数万人の観客の前で演舞を披露しており、菊池市の知名度向上につ
ながっている。

●地域や学校のイベントに積極的に出演し、地域への密着度が高い。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

江頭 実さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

菊池市祭実行委員会

24回

毎年8月7日に一番近い土曜日

菊池市民広場一帯

30,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 49,073人

熊本県菊池市自治体名

きくち夏まつり
菊池白龍

菊池市祭実行委員会
会長（菊池市長）

主催者メッセージ

「きくち夏まつり」は菊池の
白龍伝説を再現して作成した白
龍4体による練り歩き・演舞や
ステージイベントが行われ、菊
池の夏を代表するイベントで
す。迫力満点の白龍と勇ましい
担ぎ手達に会いにぜひ菊池市へ
お越しください。

きくち夏まつりの象徴である菊池白龍は、1997年に菊
池白龍伝説を再現して制作されました。巨大白龍の雄龍と
雌龍は1体、全長50メートル、総重量500キロにもなる
巨大白龍です。この白龍のほかに、2005年、子ども達に
も担がせたい、思い出を作らせたいとの思いから子白龍を
作成し、2018年には、担ぎ手の裾野を広げることを目的
に若龍が制作され、雄龍・雌龍は大人、若龍は中高生、子
白龍は小学生と若い世代の担ぎ手により、菊池白龍は未来
に継承されています。まつりは、4体の龍が地元商店街を
練り歩き、クライマックスには、会場前の道路を封鎖して
雄龍・雌龍2体による蛇行演舞は迫力満点です。最近では、
県外からの観客や担ぎ手が増え、菊池の夏を代表する一大
行事となっています。龍の中でも白龍は、幸せを呼ぶとさ
れる吉兆龍であり菊池市が豊かになる予兆として、事ある
ごとに現れ菊池市を幸せへと導いてくれる守護神として市
民に愛されています。
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奈良県
御杖村

評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年10月14日（予定）
■開催場所：みつえ体験交流館
■問い合わせ先：
・団 体 名　御杖村役場
・住　　所　〒633-1302　奈良県宇陀郡御杖村大字菅野368
・電話番号　0745-95-2001　・MAIL　thezoukindash@vill.mitsue.nara.jp

●昔ながらの姿が残る旧校舎を地域資源として活用し、シンプルな企画ながらも独創性のあるイベント。
●地域のコミュニティを中心に人々が積極的に参加し、郷土愛の醸成に繋がっている。
●テレビや新聞に取り上げられ知名度の貢献に繋がっている。
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第23回
ふるさとイベント大賞

伊藤 収宜さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

御杖村

2回

2017年10月9日（体育の日）

みつえ体験交流館

約300人（参加者148人）

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 1,690人

奈良県御杖村自治体名

ザ！雑巾ダッシュ!!
2017 in みつえ

御杖村村長

主催者メッセージ

全国的にも珍しい101メートル
の廊下を使った雑巾がけイベント
「ザ！雑巾ダッシュ」。
100メートルのスタートライン

に立つと、あまりの長さに不安に
なる選手もまわりの声援に後押し
されゴール。家族や友達と懐かし
い木造校舎での雑巾がけを会場全
員で楽しめるイベントになりまし
た。笑顔あふれるこのイベントに
廊下をぴかぴかに磨いて皆さんの
ご参加をお待ちしております。

「みつえ体験交流館」は、旧小学校をリノベーションし
た体験型交流施設で、竹細工や陶芸、コーヒー焙煎などを
体験できます。
昔ながらの姿をそのまま残す同施設は、101メートルの
長い廊下が自慢。本イベントでは、その長い廊下を活用し、
雑巾がけ大会を実施します。目指すのは、世界記録認定に
必要と言われている「16秒68」の更新。
大会は100メートルの他にも、子どもや女性も気軽に参
加できる50メートルや、2人1組で走るダブルス、4人1
組のチームで競うリレーなど、様々な種目を実施。子ども
たちには「珍しい木造小学校の雰囲気を感じながら」、大
人たちには「子どもの頃を思い出しながら」楽しく走って
いただけるイベントです。
各種目優勝者には、「100合のお米」と、御杖村産の木
材を使用した「木彫りのメダル」を贈呈。
また、会場では「御杖うまいもん市」を同時開催。御杖村
の特産品やグルメなど、村自慢の味で参加者をもてなします。
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評価のポイント

次回
開催日程

■開催日：2019年9月の第1日曜日
■開催場所：福山市鞆町
■問い合わせ先：
・団 体 名　鞆の津 八朔の馬出し実行委員会
・住　　所　〒720-0202　広島県福山市鞆町後地536番地1
・電話番号　084-982-1121　・URL　http://www.tomo-rekimin.org/index.php

●江戸時代から昭和初期まで続いていた伝統行事を17年前に地元の有志が復活させたもので、伝統文化の継承に繋がっている。
●低予算で開催しながらも、地域のコミュニティを中心に人々が集まり交流に繋がっている。
●60名もの子どもたちが参加し、中学生だけに任せて馬を引かせるなどの特色があり、子どもたちが地元に関心と誇りを持
つ機会となっている。
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第23回
ふるさとイベント大賞

広島県
福山市

通堂 博彰さん

開催DATA

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

鞆の津 八朔の馬出し実行委員会

17回

2018年9月2日（日）

福山市鞆町

2,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 469,878人

広島県福山市自治体名

鞆の津
八朔の馬出し

鞆の津 八朔の馬出し実行委員会
事務局長

主催者メッセージ

年代物の馬から現代版の馬ま
で約10台が古い町並みを進み、
子ども達の笑顔溢れる姿を地域
の人々が沿道で声援します。出
発前には中学生の太鼓の演奏、
また大人達が音頭を取りながら
行列を盛り上げます。ゴール地
点では、地元女性陣による「八
朔の料理」が参加者や見学者に
振る舞われ、町をあげて子ども
達の成長を祝います。

八朔とは旧暦の8月1日のことを言い、この日には物品
を贈答して日ごろの感謝の気持ちを伝えたり、農家では米
の豊作を祝う行事や子どもの成長を祝う行事を行ったりと
地域によってさまざまな特色があります。
潮待ちの港として栄えた鞆では、長男が生まれると、木
製の白い馬と台のセットを作り、町中を引き廻して健やか
な成長を祝う珍しい行事がありました。江戸時代から続い
てきた行事ですが、昭和初期に廃れ、17年前（2002年）
に地元の協力により復活しました。今では、男児だけでは
なく、男女問わず子どもの健やかな成長を祈り、鞆の浦の
風情あるまちなかを「八朔の馬」の行列がゆっくりと進み
ます。
地元の企業や有志から協賛も多く、また子どもたちは毎
年約60人の参加があります。地元の人に伝統行事として
再認識してもらい、誇りに感じてもらうような行事となっ
ています。
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る
ͱ
ޠ
ỳ
た
Ố

஍
Ҭ
ͷ
෺
ޠ
Λ
ੵ
Έ
্
͛
ỏ
ྺ
࢙
ɾ
จ

Խ
ࢿ
ݯ
Λ
׆
༻
し
た
σ
β
Π
ン
ͷ
۩
ମ
ྫ

ͷ
Ұ
ͭ
ͱ
し
ͯ
ỏ
্
໺
ެ
Ԃ
಺
ͷ
ෆ
೜
஑

Λ
ڍ
͛
た
Ố
Վ
઒
޿
ॏ
͕
ߐ
ށ

࣌
୅
ͷ
ෆ
೜
஑
Λ
ඳ
い
た
ු
ੈ

ֆ
ủ
্
໺
ਗ਼
ਫ
ಊ
ෆ
೜
ϊ
஑
Ứ

ͷ
Α
う
に
ỏ
ਗ਼
ਫ
ಊ
ͷ
෣
୆
͔

Β
Έ
る
ෆ
೜
஑
Λ
ԁ
ܗ
に
࿷
ۂ

し
た
ủ
݄
ͷ
দ
Ứ
Λ
௨
し
ͯ
ݟ

る
ͱ
い
う
౰
࣌
ྲྀ
ߦ
し
た
෩
ܠ

Λ
࠶
ݱ
͢
る
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
্
໺
ެ

Ԃ
ͷ
ί
ン
η
ϓ
τ
ͩ
ỳ
た
ủ
ෆ

೜
ͷ
஑
Λ
ඐ
ഀ
ބ
ỏ
ห
ఱ
ಊ
Λ

஛
ੜ
ౡ
に
ݟ
ཱ
ͯ
ỏ
ਗ਼
ਫ
ͷ
෣

୆
͔
Β
ඐ
ഀ
ބ
Λ
Έ
る
Ứ
ͱ
い

う
஍
Ҭ
ͷ
෺
ޠ
Λ
Ҿ
͖
ग़
͢
͜

ͱ
͕
Ͱ
͖
た
ͱ
ղ
આ
し
た
Ố
஍

Ҭ
ͷ
࣋
ͭ
ྺ
࢙
త
എ
ܠ
Λ
ಡ
Έ

औ
Γ
ỏ
౎
ࢢ
ͷ
ڧ
Έ
Λ
෺
ޠ
ͱ

し
ͯ
ੜ
Έ
ग़
し
ỏ
ຏ
͖
্
͛
る

͜
ͱ
Ͱ
౎
ࢢ
σ
β
Π
ン
ͷ
Մ
ೳ

ੑ
͕
޿
͕
ỳ
ͯ
い
͘
ͱ
ड़
΂
た
Ố

࠷
ޙ
に
ỏủ
౎
ࢢ
͸
ଟ
͘
ͷ
ॻ

͖
ख
͕
ͦ
れ
ͧ
れ
ͷ
ҙ
ਤ
Λ

΋
ỳ
ͯ
ॻ
͖
ͭ
ͳ
い
Ͱ
͖
た
ຊ
Ͱ
͋
Γ
ỏ

ॅ
ຽ
͸
ͦ
ͷ
ಡ
ऀ
Ͱ
͋
Γ
ỏ
ஶ
ऀ
ͷ
Ұ
ਓ

Ͱ
͋
Γ
ỏ
ొ
৔
ਓ
෺
に
΋
ͳ
Γ
う
る
Ố
౎

ࢢ
ͱ
ͷ
ؔ
Θ
Γ
͸
ྺ
࢙
ͷ
த
Ͱ
࣍
ੈ
୅
΁

ͱ
Ҿ
͖
ܧ
͙
੹
೚
͕
ੜ
ま
れ
る
Ứ
ͱ
క
Ί

͘
͘
ỳ
た
Ố

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
： 

歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し
た 

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は 

身
近
な
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
い
る

ଓ
い
ͯ
ỏ
੢
ଜ
ࢯ
ͷ
ί
ồ
σ
ỹ
ω
ồ
τ

ͷ
Լ
ỏ
̐
ਓ
ͷ
ύ
ω
Ϧ
ε
τ
に
Α
る
σ
ỹ

ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ン
͕
ߦ
Θ
れ
た
Ố

ٶ
৓
ढ़
࡞
ࢯ
ớ
फ
ڭ
๏
ਓ
ฏ
౳
Ӄ
ɾ
୅

ද
໾
һ
ỏ
์
ૹ
େ
ֶ
ڭ
त
Ờ
͸
ủ
ϩ
ồ
Χ

Ϧ
ς
ỹ
Λ
Έ
ͤ
る
し
ͭ
Β
͑
Ứ
ͱ
୊
し
ỏ

ࣗ
਎
͕
ܞ
Θ
ỳ
た
ੈ
ք
Ҩ
࢈
ɾ
ฏ
౳
Ӄ
Λ

͸
͡
Ί
ͱ
͢
る
ࣄ
ྫ
Λ
঺
հ
し
ͳ
͕
Β
ỏ

஍
Ҭ
ੑ
ớ
ϩ
ồ
Χ
Ϧ
ς
ỹ
Ờ
Λ
ັ
ྗ
త
に

͢
る
た
Ί
ͷ
ߟ
͑
ํ
Λ
ủ
し
ͭ
Β
͑
Ứ
ͱ

ද
ݱ
し
た
Ố

ۙ
೥
ͷ
̞
̩
΍
̨
̣
̨
ͷ
ൃ
ల
に
Α
ỳ

ͯ
ỏ
஍
ํ
ͱ
ੈ
ք
͕
௚
઀
త
に
ͭ
ͳ
͕
ỳ

ͯ
͖
ͯ
͓
Γ
ỏ
฻
Β
し
ͷ
จ
Խ
に
ີ
઀
し

た
؍
ޫ
ͷ
ध
ཁ
͕
೔
ຊ
Λ
๚
れ
る
֎
ࠃ
ਓ

本
年
３
月
、
平
成
30
年
度
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
東
京
が
開
催
さ
れ
た
（
第
23

回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
表
彰
式
と
同
時
開
催
）。
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
際
に

歴
史
・
文
化
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
べ
き
な
の
か
、
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

平
成
30
年
度
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

東
京

ྺ
࢙
ɾ
จ
Խ
ࢿ
ݯ
を
׆
か
し
た

 

౎
ࢢ
デ
β
イ
ン

Ổ
౦
ژ
大
ֶ
໊
༪
ڭ
त
の

 

੢
ଜ
޾
෉
ࢯ
が
ج
ௐ
ߨ
ԋ
Ổ

西村幸夫氏による基調講演
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؍
ޫ
٬
ͷ
ؒ
Ͱ
ߴ
ま
ỳ
ͯ
い
る
Ố
͜
う
し

た
ঢ়
گ
Λ
എ
ܠ
に
ٶ
৓
ࢯ
͸
ỏ
ϩ
ồ
Χ
Ϧ

ς
ỹ
͸
஍
ํ
ͩ
͚
Ͱ
ͳ
͘
౦
ژ
に
΋
͋
る

͜
ͱ
͔
Β
ỏủ
౦
ژ
̫
̨
஍
ํ
Ͱ
͸
ͳ
い
Ứ

͜
ͱ
ỏ
ࢢ
ຽ
ͱ
ઐ
໳
Ո
͕
ର
ཱ
͢
る
ͷ
Ͱ

͸
ͳ
͘
Ұ
ॹ
に
ັ
ྗ
Λ
ੜ
Έ
ग़
͢
ํ
๏
Λ

ߟ
͑
る
ඞ
ཁ
͕
͋
る
͜
ͱ
ỏʓ
ʓ
Β
し
͞
ỏ

ͱ
い
う
ݴ
༿
͸
ҙ
ࣝ
͢
る
ͱ
͕
Μ
͡
͕
Β

Ί
に
ͳ
ỳ
ͯ
し
ま
い
ỏ
ղ
ऍ
Λ
८
Γ
ର
ཱ

Λ
ੜ
Έ
ग़
し
ͯ
し
ま
う
͜
ͱ
͔
Β
ỏủ
し

ͭ
Β
͑
Ứ
ͱ
い
う
৔
Λ
η
ỽ
ς
ỹ
ン
ά
͢

る
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
ͩ
れ
΋
͕
ؔ
Θ
る
ػ
ձ
Λ
ఏ

ڙ
Ͱ
͖
る
ۭ
ؒ
Λ
ੜ
Έ
ग़
し
ϩ
ồ
Χ
Ϧ

ς
ỹ
Λ
ଟ
͘
ͷ
ਓ
に
Ξ
ϐ
ồ
ϧ
Ͱ
͖
る
ͱ

ޠ
ỳ
た
Ố

த
ଜ
࿨
޺
ࢯ
ớ
ੴ
઒
ݝ
ۚ
୔
ࢢ
౎
ࢢ
੔

උ
ہ
ఆ
ॅ
ଅ
ਐ
෦
௕
Ờ
͸
ỏủ
ྺ
࢙
౎
ࢢ

ۚ
୔
ͷ
ま
ち
ͮ
͘
Γ
Ứ
ͱ
୊
し
ỏ
ۚ
୔
ࢢ

͕
ྺ
࢙
త
ࢿ
ݯ
Λ
ま
ち
ͮ
͘
Γ
に
Ͳ
う
׆

༻
し
ͯ
い
る
ͷ
͔
Λ
ޠ
ỳ
た
Ố

ۚ
୔
ࢢ
͸
ઓ
ࡂ
΍
େ
ن
໛
ͳ
ࣗ
વ
ࡂ
֐

に
ૺ
Θ
ͳ
͔
ỳ
た
た
Ί
ỏ
ۚ
୔
৓
΍
౦
஡

԰
֗
ͱ
い
ỳ
た
ۙ
ੈ
Ҏ
߱
ͷ
ྺ
࢙
ࢿ
ݯ
ỏ

޻
ܳ
ٕ
ज़
ỏ
఻
౷
จ
Խ
ͳ
Ͳ
͕
ॏ
૚
త
に

࢒
ỳ
ͯ
い
る
ủ
ϑ
ϧ
η
ỽ
τ
ͷ
৓
Լ
ொ
Ứ

Ͱ
͋
Γ
ỏ
͔
ͭ
ͯ
ͷ
֗
࿏
໢
΍
༻
ਫ
໢
ͳ

Ͳ
Λ
׆
͔
し
た
ま
ち
ͮ
͘
Γ
͕
ߦ
Θ
れ
ͯ

い
る
Ố
ۙ
೥
Ͱ
͸
҉
ڎ
Խ
し
た
༻
ਫ
࿏
Λ

։
ڎ
し
͔
ͭ
ͯ
༻
ਫ
ͷ
ま
ち
ͱ
し
ͯ
ӫ
͑

た
౰
࣌
ͷ
෩
ܠ
Λ
࠶
ݱ
し
た
ࣄ
ྫ
ỏ
ߐ
ށ

࣌
୅
຤
ظ
に
ݐ
ங
͞

れ
た
ۚ
ᖒ
ொ
Ո
Λ
৘

ใ
ൃ
৴
ڌ
఺
΁
ͱ
վ

म
し
ỏ
ྺ
࢙
ɾ
จ
Խ

ࢿ
ݯ
Λ
อ
શ
し
ͭ
ͭ
ỏ

ݮ
গ
܏
޲
に
͋
る
ۚ

ᖒ
ொ
Ո
ͷ
৘
ใ
ൃ
৴

΍
ொ
Ո
Ͱ
ͷ
ੜ
׆
จ

Խ
ମ
ݧ
ͳ
Ͳ
に
׆
༻

し
ͯ
い
る
ࣄ
ྫ
ͳ

Ͳ
ỏ
ྺ
࢙
ɾ
จ
Խ
ࢿ

ݯ
Λ
׆
༻
し
た
औ
Γ

૊
Έ
͕
ߦ
Θ
れ
ͯ
い

る
ͱ
ड़
΂
た
Ố

੨
໦
ޛ
ࢯ
ớ
௕
໺

ݝ
Լ
ਡ
๚
ொ
௕
Ờ͸
ỏ

ủ
Լ
ਡ
๚
ொ
に
͓
͚

る
ྺ
࢙
ɾ
จ
Խ
ࢿ
ݯ

Λ
׆
͔
し
た
ま
ち
ͮ

͘
Γ
Ứ
ͱ
୊
し
ỏ
Լ

ਡ
๚
ொ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ

に
ͭ
い
ͯ
ޠ
ỳ
た
Ố

Լ
ਡ
๚
ொ
Ͱ
͸
ỏ

ま
ち
ͮ
͘
Γ
ͷ
ํ
਑

ܾ
ఆ
に
౰
た
Γ
ủ
ߐ
ށ
࣌
୅
ͷ
॓
৔
ொ
ͷ

໘
Ө
Λ
࢒
͢
Α
う
ͳ
ま
ち
ͳ
Έ
に
し
Α

う
Ứ
ͱ
い
う
ί
ン
η
ϓ
τ
Λ
஍
Ҭ
ॅ
ຽ
ͱ

ڞ
に
ܾ
ఆ
ỏྺ
࢙
త
ͳ
ܠ
؍
Λ
อ
શ
し
た
Ố

ま
た
ỏ
ொ
ຽ
ͷ
ೝ
஌
౓
Λ
ߴ
Ί
る
ͱ
ಉ
࣌

に
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
ͱ
͢
る
た
Ί
ỏ
ྺ
࢙
త
ࢿ
ݯ

Ͱ
͋
るủ
େ
౮
࿜
Ứỏਡ
๚
େ
ࣾ
Լ
ࣾ
ͷủ
य़

ٶ
Ứủ
ळ
ٶ
Ứ
ͷ
ࡾ
఺
Λ
݁
Μ
ͩ
ủ
ࡾ
֯

ീ
ஸ
Ứ
ͱ
ݺ
͹
れ
る
Ұ
ଳ
Ͱ
֗
า
͖
Π
ϕ

ン
τ
Λ
։
࠵
͢
る
ͳ
Ͳ
ỏ
ݹ
͘
͔
Β
͋
る

ࢿ
ݯ
Λ
׆
༻
し
ͯ
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ
い
る
ͱ

ޠ
ỳ
た
Ố

อ
Ҫ
美
थ
ớࢯ
๏
੓
େ
ֶ
ڭ
त
Ờ͸ủ
஍

Ҭ
ࢿ
ݯ
Λ
׆
͔
し
た
౎
ࢢ
σ
β
Π
ン
Ỗ
Τ

Ϧ
Ξ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ン
τ
ͷ
ࢹ
఺
͔
Β
Ỗ
Ứ
ͱ

୊
し
ỏ
͜
れ
͔
Β
ͷ
౎
ࢢ
σ
β
Π
ン
に
͸

ਓ
ؒ
த
৺
ͷ
౎
ࢢ
ۭ
ؒ
ͷ
࣮
ݱ
͕
ඞ
ཁ
ͩ

͕
ỏ
ઃ
ܭ
ỏ
ࢪ
޻
ͱ
い
う
ஈ
֊
Λ
౿
Ή
に

࿈
れ
ͯ
ỏ
ࢪ
ઃ
΍
ま
ち
ͷ
Ϗ
δ
ἀ
ン
Λ
ߟ

͑
た
্
Ͱ
ӡ
Ӧ
Λ
Ͳ
う
͢
る
ͷ
͔
ỏ
ͱ
い

う
ࢹ
఺
͕
ܽ
͚
ͯ
し
ま
い
͕
ち
Ͱ
͋
Γ
ỏ

ॳ
Ί
に
ủ
୭
͕
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
う
に
஍
Ҭ
ͷ
த

Ͱ
ӡ
Ӧ
し
ͯ
い
͘
ͷ
͔
Ứ
ͱ
い
う
ࢹ
఺
͔

Β
౎
ࢢ
σ
β
Π
ン
Λ
ߏ
ங
͢
る
ඞ
ཁ
͕
͋

る
ͱ
ޠ
ỳ
た
Ố

࠷
ޙ
に
੢
ଜ
ࢯ
͸
ủ
ྺ
࢙
ɾ
จ
Խ
ࢿ
ݯ

Λ
׆
͔
し
た
ઌ
ਐ
త
ͳ
औ
Γ
૊
Έ
͸
શ
ࠃ

֤
஍
Ͱ
࢝
ま
ỳ
ͯ
い
る
Ố
θ
ϩ
͔
Β
Կ
͔

Λ
࡞
Β
ͳ
͘
ͯ
΋
ỏ
਎
ۙ
に
͋
る
ࢿ
ݯ
ͷ

Մ
ೳ
ੑ
に
ؾ
ͮ
͖
ỏ
ࢧ
ԉ
Λ
ߦ
う
͜
ͱ
ỏ

ར
༻
͢
る
ਓ
΍
ӡ
Ӧ
ͷ
࢓
ํ
Λ
ߟ
͑
い
ͣ

れ
͸
ܦ
ࡁ
త
に
ࣗ
૸
Ͱ
͖
る
࢓
૊
Έ
Λ
࡞

る
͜
ͱ
͕
͜
れ
͔
Β
ͷ
ࣗ
࣏
ମ
に
ٻ
Ί
Β

れ
る
Ứ
ͱ
క
Ί
͘
͘
ỳ
た
Ố

パネルディスカッションの様子②

パネルディスカッションの様子①
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基
調
講
演
： 

「
連
携
・
交
流
に
よ
る 

新
た
な
地
方
創
生
」

ج
ௐ
ߨ
ԋ
ͱ
し
ͯ
ỏ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
̩
̢
Φ

ϑ
ỹ
ε
୅
ද
औ
క
໾
Ͱ
̥
̧
ϓ
ϩ
σ
ỿ
ồ

サ
ồ
ͷ
఼
ଜ
美
थ
ࢯ
͔
Β
ỏ
஍
ํ
ͱ
จ
Խ

ͷ
̥
̧
ઓ
ུ
に
ͭ
い
ͯ
ỏủ
ࠓ
೥
ͷ
׽
ࣈ
Ứ

΍
ủ
ͻ
͜
に
Ỵ
Μ
Ứ
ͱ
い
ỳ
た
ࠃ
ຽ
త
ϒ
ồ

Ϝ
ͷ
ࣄ
ྫ
΋
ަ
͑
ͳ
͕
Β
͝
ߨ
ԋ
௖
い
た
Ố

఼
ଜ
ࢯ
͸
ỏ
஍
ํ
ͷ
̥
̧
ͷ
ى
఺
͸
஍

Ҭ
ͷ
ັ
ྗ
Ͱ
͋
Γ
ỏ஍
Ҭ
ͷ
ڧ
Έ
に
ε
ϙ
ỽ

τ
Λ
౰
ͯ
ͯ
ỏ
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ͱ
ڠ
ಇ
͢
る
͜

ͱ
Ͱ
ỏ
஍
Ҭ
ͷ
ڧ
Έ
Λ
จ
Խ
΍
ϒ
ϥ
ン
υ

΁
ߴ
Ί
ͯ
い
͘
͜
ͱ
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͋
る
ͱ
ड़

΂
Β
れ
た
Ố
ͦ
ͷ
্
Ͱ
ỏ
஍
ํ
に
͓
͚
る

஍
Ҭ
ϒ
ϥ
ン
υ
ઓ
ུ
に
ͭ
い
ͯ
ỏ
ྑ
い
ͱ

͜
Ζ
Λ
૬
ख
に
஌
ỳ
ͯ
΋
Β
い
ỏ
૬
ख
に

޷
͖
に
ͳ
ỳ
ͯ
΋
Β
う
ͱ
い
う
͆
̸
̽

ʵ

͆
̸
̽
ͷ
̥
̧
ํ
๏
Λ
ͱ
る
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
͓

ۚ
Λ
͔
͚
ͣ
に
ࠓ
͋
る
΋
ͷ
Ͱ
஍
Ҭ
ͷ
̥

̧
Λ
͢
る
͜
ͱ
͸
Մ
ೳ
Ͱ
͋
る
ͱ
࿩
͞
れ

た
Ố
఼
ଜ
ࢯ
͸
ỏ
޿
ࠂ
Λ
๺
෩
に
ỏ
̥
̧

Λ
ଠ
ཅ
に
ྫ
͑
ỏ
ଠ
ཅ
ͷ
Α
う
に
ࣗ
વ
ͱ

ਓ
ʑ
͕
د
ỳ
ͯ
͘
る
ง
囲
ؾ
Λ
࡞
Γ
ग़
͢

͜
ͱ
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͋
る
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố

஍
Ҭ
ͷ
ັ
ྗ
Λ
࠷
େ
ݶ
఻
͑

る
ϙ
Π
ン
τ
ͱ
し
ͯ
ỏủ
Ұ
Ҿ

͖
ೋ
ӡ
ࡾ
ث
ྔ
Ứ
ͱ
い
う
ݴ
༿

Λ
ڍ
͛
ỏ
ͦ
ͷ
த
Ͱ
ỏủ
Ҿ
͖
Ứ

ͱ
ủ
ӡ
Ứ
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͋
る
͜
ͱ

Λ
ỏủ
ࠓ
೥
ͷ
׽
ࣈ
Ứ
Λ
ྫ
に

આ
໌
͞
れ
た
Ốủ
Ҿ
͖
Ứ
͸
఻

͑
ํ
ỏủ
ӡ
Ứ
͸
०
ỏủ
ث
ྔ
Ứ

͸
Ϟ
ϊ
ͮ
͘
Γ
Λ
ࢦ
͢
ͱ
આ
໌

し
た
্
Ͱ
ỏ
೔
ຊ
ਓ
͸
Ϟ
ϊ
ͮ

͘
Γ
͸
ಘ
ҙ
ͩ
͕
ỏ
఻
͑
ํ
ͱ

०
Λ
ۤ
ख
ͱ
し
ͯ
い
る
た
Ί
ỏ

ủ
ࠓ
೥
ͷ
׽
ࣈ
Ứ
͸
ỏ
ͦ
ͷ
׽

ࣈ
に
఻
͑
ํ
ͱ
し
ͯ
ਗ਼
ਫ
ࣉ
Ͱ

େ
ʑ
త
ͳ
̥
̧
Λ
ߦ
い
ỏ
०
ͱ

し
ͯ
׽
ࣈ
ͷ
೔
Λ
࡞
ỳ
た
͜
ͱ

Ͱ
ỏủ
Ҿ
͖
Ứ
ͱ
ủ
ӡ
Ứ
に
஫

ྗ
し
た
݁
Ռ
ỏ
ࠃ
ຽ
త
ϒ
ồ
Ϝ
に
ఆ
ண
し

た
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố

ま
た
ỏ
఼
ଜ
ࢯ
͸
ਓ
ؒ
ͷ
࣋
ͭ
஌
ࣝ
ɾ

ҙ
ࢥ
ɾ
ײ
৘
ͷ
̏
ͭ
ͷ
ಇ
͖
ͷ
த
Ͱ
ủ
ײ

৘
Ứ
に
௚
઀
ૌ
͑
͔
͚
る
͜
ͱ
͕
ॏ
ཁ
Ͱ

͋
る
͜
ͱ
Λ
ỏ
඙
ࠜ
৓
ͷ
ͻ
͜
に
Ỵ
Μ
Λ

ྫ
に
આ
໌
͞
れ
た
Ố
఼
ଜ
ࢯ
͸
඙
ࠜ
৓
ͦ

ͷ
΋
ͷ
に
ε
ϙ
ỽ
τ
Λ
౰
ͯ
る
ͷ
Ͱ
͸
ͳ

͘
ỏ
λ
ồ
ή
ỽ
τ
Λ
ঁ
ੑ
に
ݶ
ఆ
し
Ϛ
ε

ί
ỽ
τ
Ω
Ỿ
ϥ
Ϋ
λ
ồ
ͷ
ͻ
͜
に
Ỵ
Μ
に

ε
ϙ
ỽ
τ
Λ
౰
ͯ
た
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
݁
Ռ
త
に

඙
ࠜ
৓
ͷ
དྷ
৔
ऀ
਺
૿
Ճ
͕
࣮
ݱ
し
た
ͱ

આ
໌
͞
れ
た
Ốủ
ײ
৘
Ứ
に
ಇ
͖
͔
͚
ͯ

஍
Ҭ
ͷ
จ
Խ
に
ঢ
ఱ
し
た
΋
ͷ
͸
ࠓ
Ͱ
΋

ফ
͑
ͣ
に
ఆ
ண
し
ͯ
͓
Γ
ỏ
ϒ
ồ
Ϝ
͔
Β

จ
Խ
に
ঢ
ఱ
͞
ͤ
る
͜
ͱ
͕
ỏ
஍
Ҭ
׆
ੑ

Խ
ͷ
ϙ
Π
ン
τ
Ͱ
͋
る
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố

ま
た
ỏ
̨
̣
̨
Ͱ
ͷ
̥
̧
ϙ
Π
ン
τ
ͱ

し
ͯ
ỏ
ᶃ
৺
に
ڹ
͘
ε
τ
ồ
Ϧ
ồ
ᶄ
ࣈ
਺

͸
ø÷
จ
ࣈ
Ҏ
಺
ᶅ
Π
ン
ύ
Ϋ
τ
ͷ
ڧ
い
Ϗ

δ
ỿ
Ξ
ϧ
ỏ
ͷ
̏
఺
Λ
ڧ
ௐ
͞
れ
た
Ố
ւ

֎
に
޲
͚
た
̥
̧
Ͱ
͸
̨
̣
̨
͸
༗
ޮ
Ͱ

͋
る
͕
ỏ
ࠃ
಺
に
޲
͚
た
̥
̧
に
͓
い
ͯ

͸
ỏ
̨
̣
̨
ͷ
࿩
୊
͸
Ϛ
ε
ϝ
σ
ỹ
Ξ
Λ

௨
͡
ͯ
ೝ
஌
し
ͯ
い
る
͜
ͱ
͕
ݱ
ঢ়
Ͱ
͋

る
た
Ί
ỏ
̨
̣
̨
ͱ
Ϛ
ε
ί
ϛ
Λ
ֻ
͚
߹

Θ
ͤ
る
͜
ͱ
Ͱ
ޮ
Ռ
͕
ੜ
ま
れ
る
ͱ
ड़
΂

Β
れ
た
Ố

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
： 

「
連
携
・
交
流
に
よ
る
新
た
な
地
方

創
生
～
相
互
の
魅
力
を
活
か
し
た

都
市
と
地
方
の
連
携
モ
デ
ル
～
」

ޙ
൒
͸
ỏ
ٶ
࡚
େ
ֶ
෭
ֶ
௕
ớ
࢈
ֶ
ɾ

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
に
関
し
て
開
催
地
の
現
状
に
即
し
た
テ

ー
マ
で
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
地
方
版
）
を
開
催
し
て
お
り
、平
成
30
年
度
の
第
３
弾
と
し
て
、

平
成
31
年
２
月
８
日
に
、
宮
崎
県
と
共
催
で
「
連
携
・
交
流
に
よ
る
新
た
な
地
方
創

生
〜
相
互
の
魅
力
を
活
か
し
た
都
市
と
地
方
の
連
携
モ
デ
ル
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
地

方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宮
崎
を
開
催
し
た
。
会
場
の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
（
宮
崎
県
宮

崎
市
）
に
は
、
宮
崎
県
内
を
中
心
と
し
て
、
民
間
企
業
、
行
政
、
地
域
づ
く
り
の
実

践
者
な
ど
、
約
２
０
０
人
の
方
々
が
集
ま
っ
た
。
冒
頭
、
宮
崎
県
の
河
野
俊
嗣
知
事
、

当
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
椎
川
忍
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
基
調
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

平
成
30
年
度
地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

宮
崎

基調講演を行う殿村美樹氏

࿈
ܞ
ɾ
ަ
流
に
よ
る

 

新
た
な
地
ํ
૑
生

Ổ
૬
ޓ
の
ັ
ྗ
を
׆
か
し
た

 

౎
ࢢ
と
地
ํ
の
࿈
ܞ
Ϟ
デ
ϧ
Ổ
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஍
Ҭ
࿈
ܞ
୲
౰
Ờ
ͷ
ᅳ
෢
ٱ
ొ
ࢯ
Λ
ί
ồ

σ
ỹ
ω
ồ
λ
ồ
に
ỏ
ެ
ӹ
ࡒ
ஂ
๏
ਓ
઒
࡚

ࢢ
࢈
ۀ
ৼ
ڵ
ࡒ
ஂ
ཧ
ࣄ
௕
ͷ
ࡾ
Ӝ
३
ࢯ
ỏ

ג
ࣜ
ձ
ࣾ
̘
̪
̖
̙
̧
̤
୅
ද
औ
క
໾
ͷ

ࡾ
ࡔ
美
୅
ࢠ
ࢯ
ỏ
ٶ
࡚
ͻ
Ͱ
͡
Ϗ
ồ
ϧ
ג

ࣜ
ձ
ࣾ
୅
ද
औ
క
໾
ͷ
Ӭ
໺
࣌
඙
ࢯ
ỏ
ٶ

࡚
ݝ
૯
߹
੓
ࡦ
෦
௕
ͷ
೔
۾
ढ़
࿠
ࢯ
͕
ొ

ஃ
し
ỏ
౎
ࢢ
ͱ
஍
ํ
ͷ
࿈
ܞ
ͷ
Մ
ೳ
ੑ
に

ͭ
い
ͯ
ỏủ
ਓ
ͱ
จ
Խ
ͷ
ަ
ྲྀ
Ứ
ͱ
ủ
࢈

ۀ
໘
ͷ
࿈
ܞ
Ứ
ͷ
̎
ͭ
ͷ
؍
఺
͔
Β
ύ
ω

ϧ
σ
ỹ
ε
Χ
ỽ
γ
ἀ
ン
Λ
ߦ
ỳ
た
Ố

ࡾ
ࡔ
ࢯ
͸
ỏਆ
ށ
ổ
ٶ
࡚
ؒ
͕
ϑ
ỻ
Ϧ
ồ

Ͱ
݁
͹
れ
た
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
ਆ
ށ
ͱ
ٶ
࡚
ͷ
খ

ֶ
ߍ
ͷ
ؒ
に
ੜ
ま
れ
た
ަ
ྲྀ
͕
ݱ
ࡏ
΋
ଓ

い
ͯ
い
る
͜
ͱ
΍
ỏ
ٶ
࡚
Ϛ
ン
ゴ
ồ
͕
ਆ

ށ
ͷ
ύ
ς
ỹ
γ
Τ
に
ఏ
ڙ
͞
れ
た
͜
ͱ
͕

͖
ỳ
͔
͚
Ͱ
ỏ
ٶ
࡚
ͷ
৯
ࡐ
に
ڵ
ຯ
Λ
࣋

ち
࢝
Ί
た
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
ࠓ
ޙ
΋
৽
た
ͳ
ί

ϥ
Ϙ
ε
Π
ồ
π
͕
஀
ੜ
͢
る
ͷ
Ͱ
͸
ͳ
い

͔
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố
ま
た
ٶ
࡚
ͷ
৯
ࡐ
͸

҆
৺
ɾ
҆
શ
ͷ
Π
ϝ
ồ
δ
͕
͋
る
た
Ί
ỏ

΋
ỳ
ͱ
̥
̧
し
ͯ
΄
し
い
ͱ
࿩
͞
れ
た
Ố

Ӭ
໺
ࢯ
͸
ỏ
ٶ
࡚
に
ؔ
৺
Λ
࣋
ͭ
ਓ
͸

೥
ʑ
૿
Ճ
し
ͯ
͓
Γ
ỏ
Ϋ
ϥ
ϑ
τ
Ϗ
ồ
ϧ

͕
͖
ỳ
͔
͚
Ͱ
ٶ
࡚
に
དྷ
る
ਓ
͕
૿
͑
る

ͳ
Ͳ
ỏ
ٶ
࡚
͕
ủ
੟
஍
Խ
Ứ
し
ͯ
い
る
ͱ

ͷ
ݟ
ํ
Λ
൸
࿐
し
た
্
Ͱ
ỏ
ࠓ
ޙ
΋
ٶ
࡚

Λ
౎
ࢢ
に
޲
͚
ͯ
̥
̧
͢
る
Ձ
஋
͸
े
෼

に
͋
る
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố
ま
た
ỏ
ٶ
࡚
に

͸
ϙ
ς
ン
γ
Ỿ
ϧ
͕
ߴ
い
৯
ࡐ
͕
਎
ۙ
に

͋
る
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
ੵ
ۃ
త
に
ٶ
࡚
ݝ
࢈
Ͱ

͋
る
͜
ͱ
Λ
̥
̧
し
ͯ
い
͖
た
い
ͱ
๊
ෛ

Λ
ޠ
Β
れ
た
Ố

ࡾ
Ӝ
ࢯ
͸
ỏ
౎
ࢢ
ͱ

஍
ํ
Ͱ
ਓ
ỏ
Ϟ
ϊ
ỏ
৘

ใ
͕
޿
い
ҙ
ຯ
Ͱ
॥
؀

し
ͯ
い
͘
͜
ͱ
͕
ॏ
ཁ

Ͱ
͋
Γ
ỏ
ࠓ
ޙ
͸
ٶ
࡚

ݝ
࢈
ͷ
৯
ࡐ
͕
౎
ࢢ
ͷ

୆
ॴ
Λ
ࢧ
͑
る
Α
う
ͳ

ྲྀ
れ
΋
͋
る
ͷ
Ͱ
͸
ͳ

い
͔
ͱ
෼
ੳ
͞
れ
た
Ố

ま
た
ỏ
ٶ
࡚
ͷ
೶
ۀ
に

෇
Ճ
Ձ
஋
Λ
Ͳ
ͷ
Α
う

に
ͭ
͚
ͯ
い
͘
ͷ
͔
͕

՝
୊
Ͱ
͋
Γ
ỏ
઒
࡚
ࢢ

͸
̞
̩
΍
ϩ
Ϙ
ỽ
τ
࢈

ۀ
ͱ
い
ỳ
た
ڧ
Έ
͕
͋

る
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
ࠓ
ޙ
྆

ऀ
Λ
Ͳ
ͷ
Α
う
に
ͭ
ͳ

͛
ỏ
෇
Ճ
Ձ
஋
΍
ੜ
࢈

ੑ
Λ
ߴ
Ί
る
͜
ͱ
͕
Ͱ

͖
る
͔
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͋
る

ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố

೔
۾
෦
௕
͸
ỏ
ٶ
࡚

ͷ
఻
౷
ܳ
ೳ
ͷ
ਆ
ָ
ͷ

ਆ
ށ
ߨ
ԋ
͕
ߦ
Θ
れ
た
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
ࠓ
ޙ

΋
ਓ
ͱ
จ
Խ
ͷ
ަ
ྲྀ
͸
ま
ͩ
ま
ͩ
৳
͹
͢

͜
ͱ
͕
ग़
དྷ
る
ͱ
࿩
͞
れ
た
Ố
ま
た
ỏ
ٶ

࡚
ͷ
৯
ͷ
҆
৺
ɾ
҆
શ
ੑ
に
ͭ
い
ͯ
ỏ
࢒

ཹ
೶
ༀ
ݕ
ࠪ
ͷ
ڌ
఺
ͱ
し
ͯ
৯
ͷ
҆
શ
෼

ੳ
η
ン
λ
ồ
Λ
׆
༻
し
ỏ
ੵ
ۃ
త
に
̥
̧

し
ͯ
い
͖
た
い
ͱ
ड़
΂
Β
れ
た
Ố
ٶ
࡚
ݝ

ͷ
ಛ
௃
ͱ
し
ͯ
प
囲
ͱ
࿈
ܞ
し
ͯ
஥
ྑ
͘

Ͱ
͖
る
ͱ
͜
Ζ
͕
ٶ
࡚
ͷ
ڧ
Έ
Ͱ
͋
Γ
ỏ

ࠓ
ޙ
΋
ٶ
࡚
ͩ
͔
Β
͜
ͦ
Ͱ
͖
る
઒
࡚
ɾ

ਆ
ށ
ͱ
ͷ
࿈
ܞ
に
ੵ
ۃ
త
に
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ

い
͖
た
い
ͱ
ͷ
ҙ
ཉ
Λ
ޠ
Β
れ
た
Ố

૯
ධ
ͱ
し
ͯ
ỏ
ᅳ
෢
ࢯ
͸
஍
ํ
Ͱ
͸
ਓ

ޱ
ͷ
ݮ
গ
ɾ
ྲྀ
ग़
͕
Ճ
଎
͢
る
த
ỏ
͜
れ

ま
Ͱ
͸
஍
ํ
ͱ
౎
ࢢ
͸
ର
ཱ
࣠
Ͱ
ඳ
͔
れ

る
͜
ͱ
͕
ଟ
͔
ỳ
た
͕
ỏ
ٶ
࡚
ݝ
ỏ
઒
࡚

ࢢ
ỏ
ਆ
ށ
ࢢ
͸
ͦ
れ
ͧ
れ
͕
஍
ཧ
త
に
཭

れ
ͯ
い
る
͜
ͱ
΍
ỏ
ਓ
ޱ
ỏ
౎
ࢢ
؀
ڥ
ỏ

࢈
ۀ
ߏ
଄
͕
ҟ
ͳ
る
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
͓
ޓ
い

に
ิ
い
߹
い
ͳ
͕
Β
͆
̸
̽

ʵ

͆
̸
̽
ͷ

ؔ
܎
Λ
ங
͖
ỏ
৽
た
ͳ
࢈
ۀ
Λ
࡞
Γ
ग़
͢

͜
ͱ
͸
Մ
ೳ
Ͱ
͋
Γ
ỏ
ͦ
ͷ
た
Ί
に
͸
ؔ

܎
ਓ
ޱ
ͷ
૑
ग़
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͋
る
ͱ
ड़
΂
Β

れ
た
Ố
ま
た
ỏ
͜
ͷ
Α
う
ͳ
౎
ࢢ
ͱ
஍
ํ

に
Α
る
ԕ
ִ
஍
ͷ
࿈
ܞ
͸
શ
ࠃ
Ͱ
΋
ྫ
͕

ͳ
͘
ỏ
஍
ํ
૑
ੜ
ͷ
৽
た
ͳ
Ϟ
σ
ϧ
に
ͳ

Γ
ಘ
る
΋
ͷ
Ͱ
͋
Γ
ỏ
ࠓ
ޙ
ͷ
͞
Β
ͳ
る

औ
Γ
૊
Έ
ͱ
ൃ
ల
に
ظ
଴
し
た
い
ͱ
ま
ͱ

Ί
Β
れ
た
Ố

஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
η
ン
λ
ồ

஍
Ҭ
ͮ
͘
Γ
৘
ใ
՝

˔
۽
୩ 

ެ
ଡ

 

ớ
ळ
ా
ݝ
༝
ར
ຊ
૳
ࢢ
͔
Β
ग़
޲
Ờ

会場の様子

パネルディスカッションの様子
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成
婚
リ
ン
ク
や
す
お
か
に
つ
い
て

ହ
ෞ
ଜ
͸
ỏ
௕
໺
ݝ
ͷ
ೆ
୺
に
Ґ
ஔ
͢

る
ਓ
ޱ
໿
̍
̒
̑
̌
ਓ
ͷ
ࢁ
ଜ
Ͱ
͢
Ốủ
੒

ࠗ
Ϧ
ン
Ϋ
΍
͢
͓
͔
Ứ
͸
ฏ
੒
ùþ
೥
౓
Α

Γ
ଜ
ॳ
ͷ
݁
ࠗ
૬
ஊ
ॴ
ͱ
し
ͯ
׆
ಈ
し
ͯ

͓
Γ
ỏ
શ
ࠃ
ͷ
ࢁ
ଜ
ͱ
ಉ
༷
ỏ
ਓ
ޱ
ݮ
গ

΍
ະ
ࠗ
཰
ͷ
্
ঢ
͕
໰
୊
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
い
ま

͢
Ố
খ
͞
ͳ
ࢁ
ଜ
ಛ
༗
ͷ
՝
୊
ͱ
し
ͯ
ỏ

ଜ
಺
Ͱ
ͷ
ग़
ձ
い
͕
গ
ͳ
い
͜
ͱ
ỏま
た
ỏ

ग़
ձ
い
Λ
ۙ
ྡ
ࢢ
ொ
ଜ
ͷ
உ
ঁ
に
ٻ
Ί
ͯ

΋
ỏ
ࣗ
࣏
ମ
ؒ
ͷ
ਓ
ޱ
ྲྀ
ࣦ
に
఍
߅
͕
͋

る
͜
ͱ
͔
Β
ỏ
ۙ
ྡ
ͷ
ࠗ
׆
Π
ϕ
ン
τ
ͳ

Ͳ
Ͱ
͸
ỏ
༗
ޮ
ͳ
ग़
ձ
い
Λ
ଟ
͘
ఏ
ڙ
͢

る
͜
ͱ
͕
೉
し
い
ঢ়
گ
Ͱ
し
た
Ố

ͦ
し
ͯ
ỏ
ಉ
༷
ͷ
՝
୊
Λ
๊
͑
る
प
ล

ࢢ
ொ
ଜ
ͷ
݁
ࠗ
૬
ஊ
୲
౰
ऀ
ୡ
ͱ
՝
୊
Λ

ڞ
༗
し
ղ
ܾ
͢
る
た
Ί
に
ỏ
ฏ
੒
ùþ
೥
౓

Α
Γủ
݁
ࠗ
૬
ஊ
に
ؔ
Θ
る
ҙ
ݟ
ަ
׵
ձ
Ứ

Λ
ཱ
ち
্
͛
ỏ
՝
୊
ղ
ܾ
に
޲
͚
ͯ
࢝
ಈ

し
ま
し
た
Ố

民
間
専
門
家
の
活
用

੒
ࠗ
Ϧ
ン
Ϋ
΍
͢
͓
͔
Ͱ
͸
ỏ
ࠗ
׆
ͷ

ί
ン
サ
ϧ
ς
ỹ
ン
ά
Λ
ઐ
໳
ͱ
͢
る
ủ
༗

ݶ
੹
೚
ࣄ
ۀ
૊
߹
Ϛ
Ϧ
ỽ
δ
ϩ
ồ
Χ
ϧ
ί

ω
Ϋ
τ
Ứ
ͱ
ސ
໰
૬
ஊ
һ
ܖ
໿
Λ
݁
ͼ
ࣄ

ۀ
Λ
ߦ
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố

Ϛ
Ϧ
ỽ
δ
ϩ
ồ
Χ
ϧ
ί
ω
Ϋ
τ
͸
ỏ
ट

౎
ݍ
͔
Β
௕
໺
ݝ
಺
΁
̞
λ
ồ
ン
Ͱ
Ҡ
ॅ

し
た
உ
ঁ
̎
ਓ
に
Α
る
ࠗ
׆
ί
ン
サ
ϧ
λ

ン
τ
શ
ൠ
Λ
ߦ
う
ஂ
ମ
Ͱ
͢
Ố
౎
ࢢ
෦
ग़

਎
ͷ
ঁ
ੑ
໨
ઢ
Ͱ
ͷ
サ
ϙ
ồ
τ
ͱ
৺
ཧ
Χ

΢
ン
η
ϥ
ồ
に
Α
る
৺
ཧ
త
ͳ
Ξ
ϓ
ϩ
ồ

ν
Ͱ
ͷ
サ
ϙ
ồ
τ
͕
͋
Γ
ま
͢
Ốྫ
͑
͹
ỏ

ܦ
ݧ
΍
ϊ
΢
ϋ
΢
Λ
࣋
た
ͳ
い
ࣗ
࣏
ମ
৬

һ
̍
ਓ
Ͱ
͸
ର
Ԡ
し
ͮ
Β
い
ঢ়
گ
に
͓
い

ͯ
΋
ỏ
త
֬
ͳ
Ξ
υ
ό
Π
ε
に
Α
Γ
੒
ࠗ

に
ಋ
い
た
࣮
੷
͕
͋
Γ
ま
͢
Ố

͜
ͷ
サ
ϙ
ồ
τ
Λ
׆
༻
し
ỏ
৺
ཧ
త
ͳ

Ξ
ϓ
ϩ
ồ
ν
に
Α
る
ࠗ
׆
Π
ϕ
ン
τ
ͷ
ا

ը
΍
͓
ݟ
߹
い
γ
ε
ς
Ϝ
Λ
ಋ
ೖ
͢
る
͜

ͱ
に
Α
Γ
੒
ࠗ
Ϧ
ン
Ϋ
΍
͢
͓
͔
Ͱ
͸
͜

ͷ
̐
೥
ؒ
Ͱ
̕
૊
͕
੒
ࠗ
し
ま
し
た
Ố

移
住
婚
活
事
業
「
突
撃
！
田
舎
に

お
嫁
に
来
ま
せ
ん
か
!?
」

ຊ
ࣄ
ۀ
͸
ỏủ
݁
ࠗ
૬
ஊ
に
ؔ
Θ
る
ҙ

ݟ
ަ
׵
ձ
Ứ
ͷ
׆
ಈ
ͷ
த
͔
Β
ỏ
ੜ
ま
れ

た
Π
ϕ
ン
τ
Ͱ
ỏủ
ಥ
ܸ
ʂ
ా
ࣷ
に
͓
Շ

に
དྷ
ま
ͤ
Μ
͔
� 
Ứỏ
௨
শ
ủ
ಥ
ܸ
ʂ
Ứ

ͱ
ݺ
Μ
Ͱ
い
ま
͢
Ố

͜
͜
਺
೥
ỏ
௕
໺
ݝ
಺
ͷ
݁
ࠗ
૬
ஊ
ॴ

ొ
࿥
உ
ঁ
ൺ
͸
ỏ
͓
͓
Α
ͦ
உ
̓�

ঁ
̏

Ỗ
உ
̔
⽅
ঁ
̎
ͷ
ঢ়
گ
͕
ଓ
い
ͯ
い
ま
͢
Ố

ͦ
れ
に
ର
し
ỏ
શ
ࠃ
࠷
େ
ن
໛
ͷ
೔
ຊ
݁

ࠗ
૬
ஊ
ॴ
࿈
ໍ
ớ
̞
̗
̟
Ờ
ͷ
ొ
࿥
உ
ঁ

ൺ
͸
உ
̑
⽅
ঁ
̑
Ỗ
உ
̐
⽅
ঁ
̒
ͷ
ঢ়
گ

Ͱ
͢
Ốủ
ಥ
ܸ
ʂ
Ứ
ͷ
Ξ
Π
σ
Ξ
͸
ỏ
͜

れ
Β
ͷ
૬
ஊ
ॴ
ొ
࿥
உ
ঁ
ൺ
ͷ
σ
ồ
λ
͔

Β
ỏ
ະ
ࠗ
ঁ
ੑ
ͷ
ଟ
い
౎
ࢢ
෦
΁
ݝ
಺
உ

ੑ
͕
ग़
ձ
い
に
ߦ
͘
ܗ
ࣜ
ͷ
ỏ
Ҡ
ॅ
ࠗ
׆

Π
ϕ
ン
τ
ͱ
し
ͯ
ߟ
Ҋ
͞
れ
ま
し
た
Ố

「
移
住
婚
活 

突
撃
！

 
田
舎
に
お
嫁
に
来
ま
せ
ん
か
!?
」
事
業
を
推
進

―
民
間
の
婚
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
活
用
、

�

新
た
な
形
の
少
子
化
・
人
口
減
対
策
―

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

松
川
　
友
哉

泰
阜
村
社
会
福
祉
協
議
会
結
婚
相
談
所

「
成
婚
リ
ン
ク
や
す
お
か
」
成
婚
サ
ポ
ー
タ
ー

長
野
県
泰
阜
村
・
天
龍
村
・
阿
南
町
・

下
條
村
・
飯
田
市
・
箕
輪
町
・
伊
那
市

（

）

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
平
成
30
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
長
野
県
泰
阜
村
・
天
龍
村
・
阿
南
町
・

下
條
村
・
飯
田
市
・
箕
輪
町
・
伊
那
市
で
の
取
り
組
み
を
泰
阜
村
社
会
福
祉
協
議
会

結
婚
相
談
所
「
成
婚
リ
ン
ク
や
す
お
か
」
成
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
の
松
川
友
哉
氏
に
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
課
）
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͜
れ
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Ͱ
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͔
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೥
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࣮
ࢪ
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ฏ
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౓
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̏
૊
ͷ
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ࠗ
࣮
੷
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ੜ
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ࢢ
෦
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Β
௕
໺
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Μ
͕
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Ố
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੒
ú÷
೥
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ͷ
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੒
ۚ
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༻
͢
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ͱ
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ۀ
Λ
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る
͜
ͱ
͕
ग़
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ま
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た
Ố
̏
ࢢ
ொ
ଜ
͔
Β
࢝
ま
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た
౰
ࣄ
ۀ
ͷ

ࢀ
Ճ
ࣗ
࣏
ମ
΋
ỏ
௕
໺
ݝ
ೆ
෦
ͷ
̓
ࢢ
ொ

ଜ
ま
Ͱ
֦
େ
し
ỏ
޿
Ҭ
࿈
ܞ
͕
ਐ
Μ
Ͱ
い

ま
͢
Ố

̋
ຊ
ࣄ
ۀ
͸
ỏ
શ
ࠃ
త
に
΋
௝
し
い
ỏ
உ

ੑ
͕
౎
ࢢ
෦
΁
̎
ճ
ଓ
͚
ͯ
ձ
い
に
ߦ
͘

ủ
̎
ε
ς
ồ
δ
੍
Ứ
ͷ
ࠗ
׆
Π
ϕ
ン
τ
Ͱ

͢
Ố̍

͂
̓
ε
ς
ồ
δ
Ͱ
͸
ỏ
உ
ঁ
શ
һ
͕

୹
࣌
ؒ
ͷ
͓
ݟ
߹
い
Λ
し
ỏ
΋
う
Ұ
౓
ձ
い

た
い
ํ
Λ
Կ
ਓ
͔
બ
Μ
Ͱ
い
た
ͩ
͖
ま
͢
Ố

̎
̽
̳
ε
ς
ồ
δ
ớ
ޙ
೔
ỏ
ผ
೔
ఔ
Ờ

Ͱ
͸
ỏ
̍
͂
̓
Ͱ
Ϛ
ỽ
ν
ン
ά
し
た
உ
ঁ

ͷ
Έ
͕
ỏ
̍
ର
̍
Ͱ
Ώ
ỳ
͘
Γ
ͱ
͓
ݟ
߹

い
Λ
し
ͯ
い
た
ͩ
͖
ま
͢
Ố

̎
̽
̳
ε
ς
ồ
δ
ऴ
ྃ
ޙ
ỏ
உ
ঁ
に
ݸ

ผ
に
ώ
Ξ
Ϧ
ン
ά
Λ
ߦ
い
ỏ
ಉ
ҙ
し
た
உ

ঁ
͕
࿈
བྷ
ઌ
Λ
ަ
׵
し
ま
͢
Ố

Ճ
͑
ͯ
ỏ
ࢀ
Ճ
உ
ੑ
に
ର
し
ͯ
ỏ
ࠗ
׆

ί
ン
サ
ϧ
λ
ン
τ
に
Α
る
ࣄ
લ
ɾ
ࣄ
ޙ
ͷ

ڭ
ҭ
サ
ϙ
ồ
τ
に
ྗ
Λ
い
れ
ͯ
͓
Γ
ỏ
ま

ͣ
ỏ
ࣄ
લ
η
ϛ
φ
ồ
Ͱ
౰
೔
ͷ
৺
ߏ
͑
΍

໨
త
ҙ
ࣝ
ỏ
෰
૷
ͳ
Ͳ
ͷ
Ξ
υ
ό
Π
ε
Λ

ߦ
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố
Π
ϕ
ン
τ
౰
೔
΋
ࠗ
׆

ί
ン
サ
ϧ
λ
ン
τ
Λ
ε
λ
ỽ
ϑ
に
഑
ஔ
し

ؾ
ܰ
に
サ
ϙ
ồ
τ
Λ
ड
͚
Β
れ
る
ମ
੍
Ͱ

ྟ
Έ
ま
͢
Ố
ͦ
し
ͯ
ỏ
࿈
བྷ
ઌ
ަ
׵
ޙ
ͷ

ࣄ
ޙ
η
ϛ
φ
ồ
Ͱ
͸
ỏ
ԕ
ڑ
཭
࿀
Ѫ
΍
݁

ࠗ
に
޲
͚
た
͓
෇
͖
߹
い
ͷ
Ξ
υ
ό
Π
ε

ͳ
Ͳ
Λ
ỏ
ݸ
ผ
ͷ
έ
ồ
ε
に
Ԡ
͡
た
ܗ
Ͱ

࣮
ࢪ
し
ͯ
い
ま
͢
Ố

ฏ
੒
ú÷
೥
౓
͸
ỏू
٬
֦
େ
に
੒
ޭ
し
ỏ

ա
ڈ
࠷
ଟ
ͷ
ࢀ
Ճ
ऀ
਺
Λ
ه
࿥
し
ま
し

た
Ố
ੜ
׆
ͷ
ج
൫
Λ
ỏ
؀
ڥ
ͷ
ྑ
い
ా
ࣷ

΁
Ҡ
し
ͯ
Έ
Α
う
ͱ
ݕ
౼
し
ͯ
い
る
ํ
͸

ଟ
͘
ỏ
χ
ồ
ζ
ͱ
݁
ࠗ
ͱ
い
う
Ω
ồ
ϫ
ồ

υ
͕
う
ま
͘
ט
Έ
߹
う
͜
ͱ
Ͱ
༧
૝
Λ
େ

͖
͘
্
ճ
る
Ԡ
ื
͕
͋
Γ
ま
し
た
Ố݁
Ռ
ỏ

உ
ঁ
ซ
ͤ
ͯ
ÿĀ
ਓ
͕
ࢀ
Ճ
ỏ
࿈
བྷ
ઌ
ަ
׵

͕
ûü
݅
੒
ཱ
ͱ
ͳ
Γ
ỏ
ա
ڈ
࠷
ଟ
ͷ
੒
Ռ

に
ܨ
͕
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố
ݱ
ࡏ
ỏ
̐
૊
΄
Ͳ

ͷ
݁
ࠗ
Λ
ҙ
ࣝ
し
た
༗
ྗ
ͳ
͓
෇
͖
߹
い

͕
ܧ
ଓ
த
Ͱ
͢
Ố

౰
ࣄ
ۀ
͸
ỏủ
݁
ࠗ
Λ
ػ
に
ੜ
͖
る
৔

ॴ
Λ
ม
͑
る
Ứ
ͱ
い
ỳ
た
χ
ồ
ζ
Λ
۷
Γ

ى
͜
ͤ
ͯ
い
る
ͷ
Ͱ
͸
ͳ
い
͔
ͱ
ײ
͡
ͯ

い
ま
͢
Ố
ま
た
ỏ
ా
ࣷ
΁
ͷ
ڵ
ຯ
͸
͋
る

͕
ỏủ
͖
ỳ
͔
͚
͕
ͳ
い
Ứủ
ग़
ձ
い
ํ
͕

Θ
͔
Β
ͳ
い
Ứủ
๩
し
い
Ứ
ͱ
い
ỳ
た
ঁ

ੑ
に
ର
し
ͯ
ỏủ
௕
໺
ͷ
உ
ੑ
͕
ỏ
౎
ࢢ

෦
に
ձ
い
に
い
͘
Ứ
ͱ
い
う
఺
͕
ϑ
ỹ
ỽ

τ
し
ͯ
い
る
ख
Ԡ
͑
Λ
ײ
͡
ͯ
い
ま
͢
Ố

さ
ら
な
る
広
域
連
携
へ

ຊ
ࣄ
ۀ
͸
ỏ
Ѫ
஌
ݝ
ɾ
੩
Ԭ
ݝ
ɾ
௕
໺

ݝ
ͷ
ݝ
ڥ
ͷ
úĀ
ࣗ
࣏
ମ
͕
Ճ
ໍ
͢
る
࿈
ܞ

ڠ
ٞ
ձ
Ͱ
͋
る
ủ
ࡾ
ԕ
ೆ
৴
஍
Ҭ
࿈
ܞ
Ϗ

δ
ἀ
ン
ਪ
ਐ
ձ
ٞ
Ứớ
௨
শ
⽅
̨
̚
̣
̖
Ờ

͔
Β
஫
໨
͞
れ
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ま
͢
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ݝ
ڥ
Λ
ӽ
͑

た
Ҡ
ॅ
ɾ
ࠗ
׆
ࢪ
ࡦ
΁
ͷ
ظ
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࣍
೥
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Ͱ
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͔
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Έ
Β
れ
ͯ
͓
Γ
ỏ
͞
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ͳ

る
ظ
଴
͕
د
ͤ
Β
れ
ͯ
͖
ま
し
た
Ố

「
田
舎
に
お
嫁
に
来
ま
せ
ん
か
!?
」

を
全
国
へ

ຊ
ࣄ
ۀ
͸
ỏ
ຽ
ؒ
に
し
͔
ग़
དྷ
ͳ
い
͜

ͱ
ỏ
ߦ
੓
に
し
͔
ग़
དྷ
ͳ
い
͜
ͱ
͕
う
ま

͘
૊
Έ
߹
Θ
͞
れ
ỏ
࠷
େ
Խ
͞
れ
た
ࢪ
ࡦ

に
ͳ
ỳ
た
ͷ
Ͱ
͸
ͳ
い
͔
ͱ
ࣗ
ෛ
し
ͯ
い

ま
͢
Ố
ຽ
ؒ
ͷ
ಘ
ҙ
ͱ
͢
る
ັ
ྗ
͋
る
Π

ϕ
ン
τ
ߏ
ங
΍
ỏ
ະ
ࠗ
ऀ
に
ର
し
ͯ
ͷ
͖

Ί
ࡉ
΍
͔
ͳ
サ
ϙ
ồ
τ
΍
Ξ
υ
ό
Π
ε
Ố

͜
れ
に
ỏ
ߦ
੓
ͷ
ಘ
ҙ
ͱ
͢
る
޿
ใ
ͷ
೾

ٴ
ྗ
΍
Ҡ
ॅ
΁
ͷ
サ
ϙ
ồ
τ
ͳ
Ͳ
Λ
૊
Έ

߹
Θ
ͤ
る
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
͜
れ
ま
Ͱ
ͳ
͔
ỳ
た

গ
ࢠ
Խ
ର
ࡦ
ɾ
Ҡ
ॅ
ఆ
ॅ
ࢪ
ࡦ
ỏ
͞
Β
に

͸
஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
ࢪ
ࡦ
ま
Ͱ
ؚ
Μ
ͩ
ỏ
ࡾ
ํ

Α
し
ͷ
ࣄ
ۀ
͕
࣮
ݱ
͞
れ
た
ͷ
Ͱ
͸
ͳ
い

͔
ͱ
ߟ
͑
ͯ
い
ま
͢
Ố

͜
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
͸
ỏ
ൺ
ֱ
త
খ
ن
໛
ͳ

஍
Ҭ
に
޲
い
ͯ
͓
Γ
ỏ
શ
ࠃ
ͷ
ਓ
ޱ
ݮ
গ

に
೰
Ή
೶
ࢁ
ଜ
に
׆
༻
し
΍
͢
い
಺
༰
に

ͳ
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố
ࢲ
た
ち
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
Λ

લ
ྫ
ͱ
し
ͯ
ỏ
γ
ε
ς
Ϝ
΍
ϊ
΢
ϋ
΢
͕

શ
ࠃ
త
ͳ
ε
λ
ン
μ
ồ
υ
に
ͳ
Γ
ỏ
た
͘

͞
Μ
ͷ
ํ
ͷ
޾
ͤ
に
ߩ
ݙ
Ͱ
͖
た
Β
ͱ

ئ
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố

ポスター・チラシ

突撃！田舎にお嫁に来ませんか !?（名古屋）

突撃！田舎にお嫁に来ませんか !?（東京）

婚活コンサルタントと市町村担当者との
ミーティング（意見交換会）
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໛
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ࢪ
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Ψ
Π
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࡞
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Ố
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ࣄ
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Ố
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ศ
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ࢹ
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Ố
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ྫ
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ຽ
ധ
Ͱ
͋

る
Ố
೶
Ո
ຽ
ധ
ͱ
͸
ỏ
Ұ
ൠ
೶
Ո
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Ϝ
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し
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し
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ར
༻
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͸
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ా
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࡞
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Ո
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΍
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ͷ
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ྲྀ
Λ
ओ
ͳ
໨
త
ͱ
し
ͯ
い
る
Ố

利
便
性
重
視
型
の
事
例

ར
ศ
ੑ
ॏ
ࢹ
ܕ
ͷ
ࣄ
ྫ
ͱ
し
ͯ
ỏ
Π
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ό
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ン
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૿
Ճ
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෱
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ࢢ
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ͷ

ຽ
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に
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Ԭ
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෱
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に
ώ

Ξ
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ά
Λ
ߦ
ỳ
た
Ố

ࢢ
Ͱ
͸
ỏ
৽
た
に
ຽ
ധ
Λ
ߦ
う
ऀ
に
ର

規
制
緩
和
と
民
泊
新
法
の
施
行

ॅ
୐
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ധ
ࣄ
ۀ
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Լủ
ຽ
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৽
๏
ỨỜ

͕
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Ố
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ແ
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໰
୊
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Ố
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Ố

͜
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ྩ
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෦
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࿨
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Ố
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෦
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小規模宿泊施設『民泊』
スタートアップガイド福岡市内民泊施設の浴室と洗面所

国
内
調
査
報
告

福
岡
県
福
岡
市
、
大
分
県
宇
佐
市

ʕ෱ԬࢢͱӉ҆ࢢࠤ৺Ӄ஍ҬのྫࣄかΒʕ
民泊による地域活性化

民泊は、既存の宿泊施設が不足している地域への観光客の誘致や地方の暮らし体験や住民との交流
を目的とした体験型旅行の需要への対応に有効であり、地域活性化の有力な手法の１つと考えられる。
そこで、最近の民泊事情を確認するとともに、民泊制度の活用に積極的な地方公共団体や事業者の
動向を調査し、民泊による地域活性化の可能性を探ることとした。
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夕食時の交流

さつまいも掘り
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Մ
ೳ
ੑ
Ứ
に
ͭ
い
ͯ
࿩
し
た
Ố
̏
ਓ
ͷ
ή

ε
τ
ͷ
ओ
ு
͸
ỏ
஍
Ҭ
՝
୊
ʷ
໦
ҭ
͸
ỏ

஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
ͷ
ॏ
ཁ
ͳ
ૅ
ͱ
ͳ
る
ͱ
い
う

఺
Ͱ
Ұ
க
し
た
Ố

５
つ
の
分
科
会

ޕ
ޙ
ͷ
෦
͸
ỏ
ᶃ
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ͷ
ݱ
৔

Ͱ
໦
Λ
׆
͔
͢
Ổ
ͦ
ͷ
ઌ
に
͋
る
΋
ͷ

͸
ʁ
Ổ
ᶄ
࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
஍
ٿ
ͷ
ະ
དྷ
Λ

୲
う
̨
̙
̜
͂
ʗ
ߴ
ߍ
ੜ
͕
໦
ҭ
ࢹ
఺
͔

Β
޲
͖
߹
う
ᶅ
໦
ҭ
ʷ
˓
˓
Ổ
ಙ
ౡ
ͷ

໦
ҭ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
Ổ
ᶆ
৿
ྛ
؀
ڥ
੫
ͷ

ઌ
に
͋
る
໦
ҭ
ͷ
ҙ
ٛ
ᶇ
΢
ỽ
υ
ε
λ
ồ

τ
એ
ݴ
ࣗ
࣏
ମ
ا
ۀ
サ
ϛ
ỽ
τ
ỏ
ͷ
̑
ͭ

ͷ
ς
ồ
Ϛ
Ͱ
෼
Պ
ձ
͕
ల
։
͞
れ
た
Ố
͜

れ
Β
ڞ
௨
ͷ
՝
୊
΍
࠷
৽
ͷ
Ω
ồ
ϫ
ồ
υ

Λ
ج
ຊ
に
し
た
෼
Պ
ձ
に
͸
ଟ
͘
ͷ
ํ
͕

ࢀ
Ճ
し
ỏ
໦
ҭ
ͩ
͚
に
ཹ
ま
Β
ͳ
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ਂ
い

ٞ
࿦
ͱ
ֶ
ͼ
Λ
ੜ
Ή
࣌
ؒ
ͱ
ͳ
ỳ
た
Ố

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ
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ニ
ー

࠷
ޙ
に
ỏ
໦
ҭ
サ
ϛ
ỽ
τ
̸
̽
ಙ
ౡ
࣮

ߦ
ҕ
һ
Ͱ
͋
る
໐
໳
ڭ
ҭ
େ
ֶ
෭
ֶ
௕
ͷ

ඌ
࡚
࢜
࿠
ࢯ
͕
த
৺
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
ཱ
Ҋ
し
た

ủ
ͱ
͘
し
ま
໦
ҭ
ڞ
ಉ
એ
ݴ
Ứ
͕
ൃ
ද
͞

れ
ỏ
໦
ҭ
サ
ϛ
ỽ
τ
͸
ນ
Λ
ด
͡
た
Ố
એ

ݴ
に
͸
ỏủ
໦
ҭ
׆
ಈ
Λ
௨
し
ͯ
؀
ڥ
อ

શ
に
౒
Ί
࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
ࣾ
ձ
ͷ
࣮
ݱ
Λ
໨

ࢦ
͢
Ứủ
࢈
ֶ
׭
ຽ
͕
࿈
ܞ
し
ͯ
࣍
ੈ
୅

ͷ
༏
れ
た
ਓ
ࡐ
Λ
ҭ
ͯ
る
͜
ͱ
Λ
໨
ࢦ

͢
Ứ
ͳ
Ͳ
͕
੝
Γ
ࠐ
ま
れ
た
Ố

஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
η
ン
λ
ồ 

Ϋ
Ϧ
Τ
Π
ς
ỹ
ϒ
ࣄ
ۀ
ࣨ

　

ݩ
෭
ࢀ
　ࣄ

˔
த
ଜ 

࡙
ً

 

ớ
੨
৿
ݝ
࿡
ἃ
ॴ
ଜ
Α
Γ
೿
ݣ
Ờ

基調シンポジウムの様子

ウッドスタート宣言調印式の様子

東
京
都
新
宿
区
四
谷
に
あ
る
「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸

術
と
遊
び
創
造
協
会
と
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
協
力
し
て
「
木
育
」
活

動
を
日
本
全
国
に
広
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
人
材
育
成
の
面
で
も
連
携
・
協
力
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
４
月
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
２
０
１
９
年
２
月
16
日
に

徳
島
県
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
主
催
の
「
木
育
サ
ミ
ッ

ト
in
徳
島
」
を
紹
介
す
る
。

―
第
６
回
木
育
サ
ミ
ッ
ト
JO
徳
島
に
参
加
し
て
―

地
域
の
課
題
を
木
育
で
解
決
す
る
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国
指
定
史
跡
が
あ
る
国
見
町

ࠃ
ݟ
ொ
͸
ỏ
෱
ౡ
ݝ
ͷ
࠷
๺
୺
に
Ґ
ஔ

し
ỏ
౦
ژ
౎
৺
͔
Β
౦
๺
৽
װ
ઢ
Ͱ
̎
࣌

ؒ
ち
Ỷ
ỳ
ͱ
ỏ
ٶ
৓
ݝ
ઋ
୆
ࢢ
͔
Β
̍
࣌

ؒ
Ҏ
಺
ỏ
͞
Β
に
ỏ
౦
೔
ຊ
ओ
ཁ
ಓ
࿏
Ͱ

͋
る
ࠃ
ಓ
̐
߸
ઢ
͕
ԣ
அ
͢
る
ͳ
Ͳ
ỏ
ަ

௨
ͷ
ศ
に
ܙ
ま
れ
ỏ
ί
γ
ώ
Χ
Ϧ
ͱ
౧
ͮ

͘
Γ
͕
੝
Μ
ͳ
೶
ۀ
Λ
ओ
࢈
ۀ
ͱ
し
た
ொ

Ͱ
͢
Ố
ࠃ
ఆ
ࢦ
ఆ
࢙
੻
Ͱ
͋
る
Ѩ
௡
լ
ࢤ

๷
ྥ
ͳ
Ͳ
ଟ
͘
ͷ
࢙
੻
͕
఺
ࡏ
し
ỏ
๛
͔

ͳ
ࣗ
વ
ͱ
ٛ
ܦ
Ώ
͔
Γ
ͷ
ொ
ͱ
し
ͯ
஌
Β

れ
ͯ
い
ま
͢
Ố

地
元
の
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

直
接
伝
え
る
お
も
ち
ゃ

ͦ
Μ
ͳ
ࠃ
ݟ
ொ
͸
ỏ
ฏ
੒
ùÿ
೥
̏
݄
̑

೔
に
̣
̥
̤
๏
ਓ
ܳ
ज़
ͱ
༡
ͼ
૑
଄
ڠ
ձ

ʗ
౦
ژ
͓
΋
ち
Ỵ
美
ज़
ؗ
͕
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ

い
る
ủ
΢
ỽ
υ
ε
λ
ồ
τ
એ
ݴ
Ứ
Λ
ߦ
い
ỏ

̑
ͭ
ͷ
ࣄ
ۀ
に
औ
Γ
૊
Ή
͜
ͱ
に
し
ま
し

た
Ố
ͦ
ͷ
ࣄ
ۀ
ͷ
த
に
ỏ
৽
ੜ
ࣇ
΁
ͷ
஀

ੜ
ॕ
い
඼
ଃ
ఄ
ࣄ
ۀ
͕
͋
Γ
ỏ
ࠓ
೥
౓
Ͱ

̐
౓
໨
ͷ
ଃ
ఄ
ࣜ
に
ͳ
Γ
ま
͢
Ố

ॳ
೥
౓
͸
ϓ
ϩ
ͷ
σ
β
Π
φ
ồ
に
σ
β

Π
ン
Λ
ґ
པ
し
ͯ
ỏ
ϓ
ϩ
ͷ
໦
޻
৬
ਓ
に

੍
࡞
Λ
し
ͯ
΋
Β
い
ủ
ϑ
Ϋ
ϩ
΢
ͷ
ͭ
Έ

͖
Ứ
Λ
ϓ
Ϩ
θ
ン
τ
し
ま
し
た
Ố
ฏ
੒

ùÿ
ỏ
ùĀ
೥
౓
͸
ỏ
ொ
ຽ
ͷ
ํ
ʑ
͕
σ
β
Π

ン
Λ
ߟ
Ҋ
し
ỏ
ϓ
ϩ
ͷ
໦
޻
৬
ਓ
͕
੍
࡞

し
た
ủ
͋
ͭ
͔
し
ί
ϩ
ί
ϩ
Ứ
ͱ
い
う
͓

΋
ち
Ỵ
Λ
ϓ
Ϩ
θ
ン
τ
し
ま
し
た
Ốủ
͋

ͭ
͔
し
ί
ϩ
ί
ϩ
Ứ
͸
ỏ
ࠃ
ݟ
ொ
ͷ
γ
ン

Ϙ
ϧ
Ͱ
͋
る
Ѩ
௡
լ
ࢤ
ࢁ
ͱ
ಛ
࢈
඼
Ͱ
͋

る
౧
ͳ
Ͳ
Λ
Ϟ
ν
ồ
ϑ
に
σ
β
Π
ン
͞
れ

ま
し
た
Ố

ฏ
੒
ú÷
೥
౓
͸
σ
β
Π
ン
͔
Β
੡
࡞
ま

Ͱ
ỏ
͢
΂
ͯ
ͷ
޻
ఔ
Λ
ொ
ຽ
ͷ
օ
༷
͕
ߦ

い
ま
し
た
Ố
௕
͘
਌
し
ま
れ
る
͓
΋
ち
Ỵ

Λ
ଃ
Γ
た
い
ͱ
い
う
૝
い
͔
Β
ỏ
ࠃ

ݟ
ொ
಺
֎
Ͱ
ਓ
ؾ
ͷ
͝
౰
஍
ό
ồ

Ψ
ồ
ủ
ࠃ
ݟ
ό
ồ
Ψ
ồ
Ứ
Λ
Ϟ
ν
ồ

ϑ
に
σ
β
Π
ン
͞
れ
ま
し
た
Ố

σ
β
Π
ン
ٴ
ͼ
੍
࡞
に
͓
い
ͯ
ỏ

ࢲ
Λ
ؚ
Ί
た
̎
ਓ
ͷ
ủ
͓
΋
ち
Ỵ
ί

ン
サ
ϧ
λ
ン
τ
Ứ
͕
ؔ
༩
͢
る
໦
޻

ٕ
ज़
૊
߹
ͷ
̐
ਓ
͕
ߨ
ࢣ
ͱ
ͳ
Γ
ỏ

੍
࡞
ࢦ
ಋ
Λ
ߦ
い
ま
し
た
Ố
׬
੒
ま

Ͱ
い
Ζ
い
Ζ
ͱ
ۤ
࿑
͸
͋
Γ
ま
し
た

͕
ỏ
੍
࡞
͞
れ
た
ொ
ຽ
ͷ
օ
༷
ͷ
ؤ

ு
Γ
΋
͋
Γ
ỏ
た
ỳ
た
൒
೥
Ͱ
ỏ
੺
ち
Ỵ

Μ
に
ଃ
ఄ
͢
る
͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
ま
し
た
Ố
஍

ݩ
ͷ
Ѫ
৘
ͱ
͵
͘
΋
Γ
Λ
໦
ͷ
͓
΋
ち
Ỵ

Λ
௨
し
ͯ
௚
઀
఻
͑
た
い
ͱ
い
う
૝
い
͕

 

࣮
Λ
݁
Μ
ͩ
ͷ
ͩ
ͱ
ࢥ
い
ま
͢
Ố
ま
た
ỏ

ủ
΢
ỽ
υ
ε
λ
ồ
τ
Ứ
એ
ݴ
Ҏ
߱
ỏ
౦
ژ

͓
΋
ち
Ỵ
美
ज़
ؗ
ͱ
ڠ
ྗ
Λ
し
ͳ
͕
Β
ỏ

ủ
໦
ҭ
Ω
Ỿ
ϥ
ό
ン
Ứủ
໦
ҭ
Π
ン
ε
τ
ϥ

Ϋ
λ
ồ
ཆ
੒
ߨ
࠲
Ứ
ͳ
Ͳ
Λ
։
࠵
ỏ
͞
Β

に
͸
ொ
ͷ
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
͕
཰
ઌ
し
ͯ
ủ
฻

Β
し
ͷ
த
ͷ
໦
ͮ
͔
い
ల
ỨΛ
ߦ
う
ͳ
Ͳ
ỏ

໦
に
ؔ
Θ
る
ࣄ
ۀ
Λ
ỏ
ொ
௕
Λ
͸
͡
Ί
ͱ

し
ͯ
ỏ
ٞ
ձ
΍
֤
ҕ
һ
ձ
͕
ਫ਼
ྗ
త
に

ߦ
ỳ
た
͜
ͱ
΋
େ
͖
ͳ
ཧ
༝
ͩ
ͱ
ࢥ
い
ま

͢
Ố「

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」

ࠃ
ݟ
ொ
ͷ
໦
ҭ
ࣄ
ۀ
͸
ỏ
஀
ੜ
ॕ
い
඼

ͩ
͚
Ͱ
͸
͋
Γ
ま
ͤ
Μ
Ố
ฏ
੒
ùĀ
೥
̑
݄

に
Φ
ồ
ϓ
ン
し
ま
し
た
ủ
ಓ
ͷ
Ӻ
ࠃ
　ݟ

͋
ͭ
͔
し
ͷ
ڷ
Ứ
͸
ỏ
஍
ݩ
࢈
ࡐ
Λ
;
Μ

ͩ
Μ
に
࢖
༻
し
ỏ
໦
ͷ
Թ
΋
Γ
͕
ײ
͡
Β

れ
る
ࢪ
ઃ
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố
͜
ͷ
ಓ
ͷ

Ӻ
に
͸
ỏ
౦
ژ
͓
΋
ち
Ỵ
美
ज़
ؗ
؂
म
ͷ

ݩ
ỏ
໦
ͷ
༡
۩
΍
͓
΋
ち
Ỵ
Ͱ
༡
΂
る
ࢪ

ઃ
ỏ͜
Ͳ
΋
໦
ҭ
޿
৔
ủ
ͭ
ͳ
͕
る
Ỗ
Ή
Ứ

͕
͋
Γ
ま
͢
Ố
͜
ͷ
ۭ
ؒ
͸
ࢠ
Ͳ
΋
ͱ
Ұ

ॹ
に
Ϛ
Ϛ
ͱ
ύ
ύ
͕
ू
い
ỏ
ࢠ
ҭ
ͯ
Λ
Έ

Μ
ͳ
Ͱ
ڞ
༗
し
ͳ
͕
Β
ỏ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

࡞
Γ
Λ
͢
る
ͳ
Ͳ
ỏ
஍
Ҭ
ͷ
ࢠ
ҭ
ͯ
サ
ϩ

ン
ͱ
し
ͯ
ͷ
໾
ׂ
΋
୲
ỳ
ͯ
い
ま
͢
Ố

Φ
ồ
ϓ
ン
し
ͯ
̏
೥
Ͱ
̑
ສ
̑
ઍ
ਓ
Ҏ
্

͕
དྷ
৔
ऀ
͢
る
ͳ
Ͳ
ỏ
େ
ਓ
ؾ
Ͱ
͢
Ố
౦

๺
஍
ํ
ͷ
ߦ
੓
Ͱ
ỏ
͜
͜
ま
Ͱ
େ
͖
ͳ
ن

໛
ͷ
໦
ҭ
޿
৔
͸
ࢲ
ͷ
஌
る
ݶ
Γ
Ͱ
͸
ଞ

に
͸
ͳ
い
ͱ
ࢥ
い
ま
͢
Ố

ࠓ
ޙ
ỏ
ࠃ
ݟ
ொ
Ͱ
͸
ỏ
͞
Β
に
஍
Ҭ
ͷ

ํ
ʑ
Λ
ר
͖
ࠐ
Έ
ͳ
͕
Β
ỏ
ࠃ
ݟ
ொ
Β
し

い
໦
ҭ
ͷ
͋
Γ
ํ
Λ
ߟ
͑
ỏ
ͦ
ͷ
ಈ
͖
に

ର
し
ỏ
ࢲ
΋
ग़
དྷ
る
ݶ
Γ
ڠ
ྗ
し
ͯ
ࢀ
Γ

た
い
ͱ
ࢥ
い
ま
͢
Ốủ
͓
΋
ち
Ỵ
ί
ン
サ

ϧ
λ
ン
τ
Ϛ
ε
λ
ồ
Ứủ
͓
΋
ち
Ỵ
ί
ン

サ
ϧ
λ
ン
τ
Ứ
͕
શ
ࠃ
ͷ
ࣗ
࣏
ମ
ͱ
ڠ
ྗ

し
ͯ
ỏ
͓
΋
ち
Ỵ
Λ
௨
し
ͯ
ỏ
ੜ
֔
໦
ҭ

ͷ
ྠ
Λ
޿
Ί
ͯ
ߦ
͘
͜
ͱ
Λ
ظ
଴
し
ͯ
い

ま
͢
Ố

八
木　

雄
二

地
Ҭ
ר
͖
ࠐ
Έ
ܕ

 

ủ
໦
ҭ
ਪ
ਐ
Ứ
ͷ
ਐ
Ί
ํ

ɹ
地
ํ
૑
ੜ
΁
Ỗ
΢
ỽ
υ
ε
λ
ồ
τ
એ
ݴ

෱
ౡ
ݝ
ࠃ
ݟ
ொ

株
式
会
社
ス
リ
ー
ワ
イ
・
お
も
ち
ゃ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー

こども木育広場「つながる～む」

町民が木のおもちゃを制作

新生児の誕生祝い品「くにみトイバーガー」

27 2019・5月号 地域づくり 本編



༗
ా
઒
ொ
͸
ỏ
࿨
Վ
ࢁ
ݝ
ͷ
΄
΅
த
ԝ
෦
に
Ґ
ஔ
͢
る
ỏ
ਓ
ޱ

໿
̎
ສ
̓
̌
̌
̌
ਓ
ͷ
ொ
Ͱ
͢
Ố
ຊ
ொ
Ͱ
͸
ỏ
શ
ࠃ
త
ͳ
ϒ
ϥ
ン

υ
ͷ
༗
ా
Έ
͔
Μ
΍
Ϳ
Ͳ
う
ࢁ
ᑦ
ͳ
Ͳ
͕
ੜ
࢈
͞
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ͯ
い
ま
͢
Ố

ྺ
࢙
త
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Ҭ
ͷ
ൃ
ల
͸
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ۭ
ւ
͕
ߴ
໺
ࢁ
Λ
։
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୅
に

઒
Ԋ
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ͷ
ߴ
໺
༗
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ಓ
͕
։
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れ
た
͜
ͱ
Λ
͸
͡
ま
Γ
ͱ
し
ỏ

೶
ྛ
ۀ
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த
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Ố
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ྛ
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༻
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ྛ
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Ռ
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ྸ
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ਐ
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Ố
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ࢭ
Ί
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༗
ా
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େ
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Ố

ø÷
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લ
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༻
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ຊ
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ਐ
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Ố
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ຊ
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ࢠ
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΋
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༻
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࠼
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ͷ
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ͱ
し
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Ռ
ͱ
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Β
し
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ָ
し
い
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Ứủ
ࢠ
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΍
͢
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Ứ
͕
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͢

る
ͱ
ߟ
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ͯ
い
ま
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஍
Ҭ
ަ
ྲྀ
η
ン
λ
ồ
̖
̡
̚
̘
Ͱ
͸
ỏ
ਤ
ॻ
サ
ồ
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ε
ͷ
޲
্
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ち
Ζ
Μ
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༮
ࣇ
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Ζ
͔
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ຊ
に
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͞
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る
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ồ
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ࣄ
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΍
ỏ৽
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ֆ
ຊ
࡞
Ո
ͷ
ൃ
۷
ủ
ֆ
ຊ
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Ứ

ͷ
։
࠵
΍
ֆ
ຊ
࡞
Ո
ͱ
࿈
ܞ
し
た
Π
ϕ
ン
τ
ỏ
ۙ
೥
Ͱ
͸
Χ
ϑ
ỻ

΍
ڌ
఺
ࢪ
ઃ
౳
Ͱ
い
ͭ
Ͱ
΋
ֆ
ຊ
͕
आ
Γ
Β
れ
る
ủ
ま
ち
͔
Ͳ
ֆ

ຊ
ശ
ࣄ
ۀ
Ứ
ͳ
Ͳ
ỏ
ਤ
ॻ
ؗ
ͱ
い
う
࿮
Λ
௒
͑
ͯ
ỏ
ֆ
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紙

白
神
山
地
・
青
池（

青
森
県
深
浦
町
）

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
で
知
ら
れ
る
深
浦
町
は
、

青
森
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な
町
。
マ

グ
ロ
の
水
揚
げ
高
は
県
内
一
で
、
青
森
と
秋
田
を
結
ぶ

Ｊ
Ｒ
五
能
線
「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
の
人
気
エ
リ
ア
。

ま
た
、
ど
こ
よ
り
も
大
き
な
夕
陽
が
見
え
る
町
と
し
て

も
知
ら
れ
、
約
80
㌔
に
わ
た
っ
て
続
く
海
岸
線
は
「
夕

陽
海
岸
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

白
神
の
玄
関
口
と
な
る
十
二
湖
に
は
33
の
湖
が
点
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
に
特
徴
が
あ
り
、
春
の
新
緑
、
秋

の
紅
葉
と
季
節
ご
と
に
違
っ
た
美
し
い
景
観
を
見
せ
て

く
れ
る
。
池
を
巡
る
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
初
心
者
も
安
心
。
な
か
で
も
一
番
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
は
青
池
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
遊
歩
道
か
ら
覗

け
ば
、
ま
る
で
青
イ
ン
ク
を
流
し
込
ん
だ
よ
う
。
水
面

に
は
周
囲
に
生
い
茂
る
ブ
ナ
の
木
々
や
葉
が
映
し
出
さ

れ
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
そ
の
色
は
秋
以

降
だ
ん
だ
ん
と
色
が
濃
く
な
り
、冬
に
は
黒
く
見
え
る
。
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神秘的な雰囲気を醸し出す青池

 1 巻頭エッセー／神戸市職員採用試験「デザイン・クリエイティブ枠」 久元　喜造（神戸市長）

特　集 平成30年度 ふるさとイベント大賞
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20

22

24

26
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表3 手前みそですが… 【沖縄県うるま市】

平成30年度ふるさとづくり大賞・第23回ふるさとイベント大賞 内閣総理大臣賞表彰式の開催　２

第23回ふるさとイベント大賞表彰式　３

大賞（内閣総理大臣賞）＜１団体＞　●与那原大綱曳まつり【沖縄県与那原町】　4

最優秀賞（総務大臣表彰）＜１団体＞　●乙亥大相撲【愛媛県西予市】　6

優秀賞＜３団体＞　  ●撮りフェス in 室蘭 2017【北海道室蘭市】　8 
●2018 小出雪まつり【新潟県魚沼市】　10 
●きくち夏まつり 菊池白龍【熊本県菊池市】　12

ふるさとキラリ賞＜２団体＞　  ●ザ！雑巾ダッシュ !! 2017 in みつえ【奈良県御杖村】　14 
●鞆の津 八朔の馬出し【広島県福山市】　16

【特集編では大賞・最優秀賞ほか、全20表彰を全て紹介～特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】
●選考委員特別賞　  じないまち 四季物語【大阪府富田林市】

●次点　  Reborn-Art Festival【宮城県石巻市】
J：COM×寒川 びっちょり祭【神奈川県寒川町】
丸山千枚田の虫おくり【三重県熊野市】
29ロードウォーク【鳥取県鳥取市、若桜町、八頭町】
あしや砂像展2017【福岡県遠賀郡芦屋町】
苓北じゃっと祭「天草れいほくペーロン大会」【熊本県天草郡苓北町】

喜多方発21世紀シアター 2017【福島県喜多方市】
三國湊 帯のまち流し【福井県坂井市】
赤れんがマーケス in 舞鶴2018【京都府舞鶴市】
石見神楽と共奏、オペラ「石見銀山」の制作・上演【島根県大田市】
FUKUCHI FIND FESTIVAL 福智スイーツ大茶会【福岡県福智町】
白鬚田原神社のどぶろく祭り【大分県杵築市】

レギュラーリポート

平成30年度地方創生フォーラム in 東京
歴史・文化資源を活かした都市デザイン
平成30年度地方創生フォーラム in 宮崎
連携・交流による新たな地方創生
移住・定住・交流推進支援事業
長野県泰阜村・天龍村・阿南町・下條村・飯田市・箕輪町・伊那市

「移住婚活 突撃 ！  田舎にお嫁に
来ませんか!?」事業を推進 松川友哉

国内調査報告　福岡県福岡市、大分県宇佐市
民泊による地域活性化

広報室だより
地域の課題を木育で解決する
地方創生へ―ウッドスタート宣言　福島県国見町
地域巻き込み型「木育推進」の進め方 八木雄二

首長の思い

「暮らして楽しい」を実現できる持続可能な
まちづくり！ 中山正隆（ 和歌山県有田川町長）

うるま市

沖
縄
県

243

うるま市は、沖縄本島の中部東海岸に
位置し、人口約12万4000人が暮ら

すまちです。平成17年に4市町が合併し
て誕生し、「さんごの島」という意味を持
つ沖縄の言葉「うるま」から名付けられ
たうるま市は、コバルトブルーの海に囲
まれた島々と美しい橋「あやはし」で結
ばれる、「海」「橋」「空」が調和した風光
明媚なまちとして知られています。
また、東洋一の長さを誇る「海中道路」
や、世界遺産「勝連城跡」をはじめとす
る歴史的な遺跡も多く、沖縄の伝統芸能「エイサー」や「獅子舞」などが盛んで、沖
縄県随一の「闘牛どころ」としても知られています。
主な特産品については、全国一の生産量を誇る「もずく」や、甘みの強い「津堅にん

じん」の他にも、小菊や肉用牛など、地域特性を活かした農水産物の生産が盛んです。
自然・文化・歴史・産業など沖縄のあらゆる要素が凝縮された地域「リトル沖縄う
るま市」へ、ぜひ一度、お越しいただき、その魅力を肌で感じてください。

█海中道路
勝連半島とその先の島々を結ぶ全長 4.75 キロの海中道路。うるま市を代表する観光ス
ポットで、周辺の真っ白な砂地や美しい海では、1年中、マリンスポーツで楽しまれて
います

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
ま
ち

　う
る
ま

█うるマルシェ
「食を通じてうるまを元気に」をコンセ
プトに平成30年 11月にオープンした
農水産業振興戦略拠点施設。地元産の
新鮮な農水産物を販売。地元客を中心
に、連日、賑わいを見せています

█津堅にんじん
津堅島の「津堅にんじん」は甘みが強く、
ジュースやデザートなどの加工品にも
活用されています

█現代版組踊「肝高の阿麻和利」
地域の中高生による、勝連城主である「阿
麻和利」の半生を演じる現代版組踊。全国
や海外公演も実施しています

█自然を活かした観光体験
市観光物産協会では、自然や伝統文化を活
かした様々な体験プランを提供。多くの観
光客を楽しませています

█島しょ地域の集落風景
海中道路を渡った先の島しょ地域には、豊
かな自然や沖縄らしい原風景が残ってお
り、観光や移住先として人気があります

█勝連城跡
2000 年にユネスコの世界遺産に登録され
た勝連城跡。頂上からは、青く輝く太平洋
が一望できる沖縄有数の景勝地です

█うるま市まちキャラ
「うるうらら」
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●選考委員特別賞 …………… 16　じないまち 四季物語【大阪府富田林市】
●次点〈12団体〉
18　Reborn-Art Festival【宮城県石巻市】 19　喜多方発21世紀シアター 2017【福島県喜多方市】
20　J：COM×寒川 びっちょり祭【神奈川県寒川町】 21　三國湊 帯のまち流し【福井県坂井市】
22　丸山千枚田の虫おくり【三重県熊野市】 23　赤れんがマーケス in 舞鶴2018【京都府舞鶴市】
24　29ロードウォーク【鳥取県鳥取市、若桜町、八頭町】 25　石見神楽と共奏、オペラ「石見銀山」の制作・上演【島根県大田市】
26　あしや砂像展2017【福岡県遠賀郡芦屋町】 27　FUKUCHI FIND FESTIVAL 福智スイーツ大茶会【福岡県福智町】
28　苓北じゃっと祭「天草れいほくペーロン大会」【熊本県天草郡苓北町】
29　白鬚田原神社のどぶろく祭り【大分県杵築市】

30　ふるさとイベント大賞のお知らせ

31　都道府県漫遊【京都府】　　32　地域トピックス／大阪府／田中友梨　モチベーションマネジメントで職場環境を醸成

●平成30年度ふるさとづくり大賞・第23回ふるさとイベント大賞 内閣総理大臣賞表彰式の開催
　 1　第23回ふるさとイベント大賞表彰式
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平成 31 年 3 月 13 日（水）に総理大臣官邸にて、「平成 30 年度ふるさとづくり大賞」及び「第 23 回ふるさとイベ

ント大賞」の内閣総理大臣賞表彰式が開催されました。

表彰式では、安倍晋三内閣総理大臣から受賞者の豊重哲郎氏（ふるさとづくり大賞・鹿児島県鹿屋市）、与那原大

綱曳まつり運営委員会（ふるさとイベント大賞・沖縄県与那原町）に表彰状と記念楯が授与されました。安倍首相は、

受賞者の地域づくり活動の業績を讃えた上で、「皆様の活動は、ふるさとを愛する気持ちにあふれた、素晴らしいも

のと感じました。ふるさとを愛する気持ちを育み、誇りあるふるさとをつくる、この精神こそ、魅力ある地方を創生

する力の源泉です。政府としては、引き続き、ふるさとづくりを力強く後押ししてまいりますので、皆様方にも、な

お一層御活躍いただきますことを御期待申し上げまして、お祝いの御挨拶とさせていただきます。」と述べられました。

平成 30年度ふるさとづくり大賞
豊重哲郎氏

（鹿児島県鹿屋市）

第 23回ふるさとイベント大賞
与那原大綱曳まつり運営委員会

（沖縄県与那原町）

豊重哲郎氏への表彰状授与 与那原大綱曳まつり運営委員会への表彰状授与

平成 30 年度ふるさとづくり大賞・第 23 回ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞表彰式の開催

ッ
プ
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
管
理
職
と
非
管
理
職
が
両
輪
と
な

っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
充
実
と
、
非
管

理
職
の
組
織
に
対
す
る
貢
献
力
の
充
実
の

双
方
が
重
要
で
あ
る
。
管
理
職
に
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
、
非
管
理
職
に
は
フ
ォ
ロ

ワ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
上
か
ら
の
動
き
、
下
か
ら
の
動
き
に

よ
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
仕
事
の
効
率

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
適
性
に
応
じ
た
人
事
配
置
、
業
務
量
に

応
じ
た
職
員
の
配
置
が
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
行
の
人

事
評
価
制
度
や
庁
内
Ｆ
Ａ
制
度
を
活
用
し
、

職
員
の
適
性
や
業
務
遂
行
能
力
を
把
握
し
、

検
証
・
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な

人
事
配
置
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
組
織

と
し
て
こ
う
し
た
人
事
運
用
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
人
事
に
関
す
る
専
門
知
識

の
習
得
は
不
可
欠
で
あ
る
。
人
事
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
研
修
等
の
機
会
が

あ
る
こ
と
で
、
人
事
の
専
門
性
が
担
保
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
円
滑
な
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
要
因
と
し

て
、
管
理
職
は
仕
事
へ
の
や
り
が
い
や
社

会
貢
献
を
、
非
管
理
職
は
自
身
の
成
長
や

職
責
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
お
り
、
働
く
こ
と

そ
の
も
の
の
価
値
観
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ

ャ
リ
ア
研
修
を
行
っ
て
組
織
で
の
活
躍
を

後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
職
員
が

将
来
の
見
通
し
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
手
職
員
に
積
極

的
に
業
務
を
回
す
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
、
前
述
の
仕
事
の
適
切
な
分
担
に
も
繋

が
る
。
ま
た
、
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な

い
勤
務
体
制
や
休
暇
の
取
得
促
進
に
よ
っ

て
、
働
き
方
そ
の
も
の
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
た
め
、

そ
う
し
た
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
有

効
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

業
務
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
管
理
職
と
非
管
理
職
の
感
じ
方
は
同

じ
で
あ
っ
た
が
、
業
務
外
の
感
じ
方
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
時
代
背

景
や
価
値
観
の
違
い
に
よ
る
影
響
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
む
し
ろ
業
務
内

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
や
、

相
手
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

研
究
会
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

働
き
方
改
革
の
推
進
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
見
て
良
い
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
、
実
践
す
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
と
と
も
に
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

下
で
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
働
き
や
す
さ

や
働
き
が
い
を
保
証
し
、
発
信
し
共
有
し

浸
透
さ
せ
る
意
識
改
革
が

大
き
な
鍵
と
な
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
機
能
し
て
こ
そ
、
実

践
に
結
び
つ
く
改
革
と
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
２
年
間
研
究
会
に

参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
や
地
方
自
治
体
の
視

察
を
踏
ま
え
、
議
論
を
重

ね
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
働
き
方
改
革
と
と
も
に

自
分
に
と
っ
て
の
働
き
方

と
も
向
き
合
っ
て
き
た
。

障
害
が
あ
る
と
い
う
制
約

の
中
で
い
か
に
働
く
の
か

と
い
う
自
身
の
問
い
を
キ

ャ
リ
ア
自
律
の
視
点
か
ら

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、

理
想
と
す
る
働
き
方
を
追

究
し
続
け
る
意
義
を
実
感

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の

私
の
職
業
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
。
働
き
方
改
革
が
成
功
し
て
い
る

企
業
や
自
治
体
に
共
通
す
る
の
は
、
個
を

大
切
に
し
、
個
々
の
働
き
方
を
尊
重
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
様
性
を
ベ
ー
ス

と
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
人
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
社
会

に
な
る
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の
目
指
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
。

研究成果報告会の様子
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　（一財）地域活性化センターでは、平成31年 3月 1日（金）にベルサール飯田橋ファーストにて「ふる
さとイベント大賞」と「地方創生フォーラム」を開催し、多くの皆様にご参加いただきました。

■プログラム
13：00～　第23回ふるさとイベント大賞　表彰式
14：10～　平成30年度地方創生フォーラム in 東京「歴史・文化資源を活かした都市デザイン」
【基調講演】西村 幸夫 氏（神戸芸術工科大学教授、東京大学名誉教授）
【パネルディスカッション】  保井 美樹 氏（法政大学現代福祉学部教授）

宮城 俊作 氏（宗教法人平等院代表役員、放送大学教授）
青木　 悟 氏（長野県下諏訪町長）
中村 和宏 氏（金沢市都市整備局定住促進部長）

受賞者の皆さん

表彰式の様子総評を述べる北川委員長と角田委員

第 23 回ふるさとイベント大賞表彰式・
平成 30年度地方創生フォーラムin東京を開催

選考委員長の総評 株式会社アートフロントギャラリー代表取締役／アートディレクター北川 フラム氏

©Mao Yamamoto

今回の受賞イベントについては、それぞれの
地域で、皆さん熱意をもっていろいろ工夫して、
その地域を出そうとしていることに感銘を受け
ました。
さらにその特色は歴史なり記憶なりに由来し

ているものが多いことです。

また、うまくいっているイベントはその場所
の特徴に的確に合わせたものでした。
今、地域が持つ土地の特質、歴史、生活、食
事を組み合わせ、なお参加度が高いものによっ
て誇りをもつようなイベントが力をもってきて
いて、嬉しいことです。



ධՁͷϙΠϯτ

次回
開催日程

■開催日：2019年8月3日（土）、4日（日）　■開催場所：沖縄県島尻郡与那原町御殿山青少年広場
■問い合わせ先：
・団 体 名　与那原大綱曳まつり運営委員会
・住　　所　〒901-1392　沖縄県島尻郡与那原町字上与那原16番地
・電話番号　（098）945-5323　・URL　https://yonabaru.okinawa/（与那原ナビ）

●440年余りの歴史と伝統がある。
●町を象徴する一大イベントで、地域の知名度アップに貢献している。
●延べ3万人の動員があり、地域の内外を問わず多くの人を惹きつける魅力がある。
●町民問わず誰もが、綱を「作る」「担ぐ」「曳く」ことができる参加型のまつりである。
●園児は踊りを練習し、小学生は田植えや稲刈りをし、中学生は太鼓をたたく金鼓隊（きんこたい）や前舞い（メーモーイ）で祭りに参加する。子
どもから大人まで、幅広い世代が地域と関わりを持ってまつりを開催しており、地域住民の連帯の強さを感じる。

●親から子へ孫へ、伝統文化の継承に取り組んでいる。
●町民には「大綱曳の日はみんなが与那原（よなばる）に帰る日」という認識があるなど、地域住民の郷土意識の高揚に繋がっている。
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第23回
ふるさとイベント大賞

ओऀ࠵ϝοηʔδ

相羽 としえさん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

与那原大綱曳まつり運営委員会

36回（2018年）

旧暦6月26日直後の週末土日（基本）

与那原町御殿山（うどぅんやま）
青少年広場

延べ30,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 19,805人

沖縄県与那原町自治体名

内閣総理大臣賞

与那原大綱曳まつり
今から440年ほど前、大切な稲が害虫に食べられ、人々は飢餓に苦し
みました。「町中で鐘や太鼓を打ち鳴らし、大きな声をあげて大綱を曳き
なさい」と山のおじいから言葉を授かりその通りにしたところ、害虫が全
滅し豊作に。それから与那原で綱曳が行われるようになりました。以前は、
町の一部だけでの綱曳でしたが、昭和58年からは、各区で作った綱を大
綱曳前日に締め合わせ、東西合わせて5トン、90メートルの大綱をみん
なで曳き合う現在の「与那原大綱曳まつり」の形に変化していきました。
実は、まつりの準備は、終わった直後から始まります。年が明ければ町
内の5つの拝所で五穀豊穣、無病息災、子孫繁栄を祈り、旧暦4月15日に
は害虫を払う「アブシバレー」を行います。毎月稲の成長への感謝や大綱
曳の成功を祈願し、本番1カ月前からは藁を仕入れ、本格的に綱作りがス
タートします。老いも若きも男も女も町中の人々が集まって綱を作り、鉦
鼓（ソーグ）や太鼓のたたき方、踊り方、旗頭の持ち方などの練習をしま
す。小学生は田植えや稲刈りをし、中学生は太鼓をたたく金鼓隊（きんこ
たい）や前舞い（メーモーイ）でまつりに参加します。園児たちも踊りを
練習し、大綱を作る綱武士（ちなむし）たちを応援します。
大綱曳当日。安全と大綱曳の成功を祈願し、気持ちを奮い立たせる「ガー
エー」で気勢をあげます。カナチ棒を先頭に、旗頭、六尺、ドラ・ボラ、
金鼓隊、支度、前舞いたちが鐘の音と掛け声で盛り上げ、その音は町中に
響き渡ります。さぁ、いよいよ本番です！大綱の上に14人の支度が乗っ
て道ジュネー（行列）。まるで龍神が天に舞うがごとく荘厳な姿に皆が引
き寄せられ、大綱が会場に入ると一気にヒートアップ。東西の大綱が結合
した隙間にカナチ棒が入った瞬間、大綱がたたき落され綱曳がスタートで
す!! 会場中の人々が手綱を曳き、大綱は大蛇のようにうねり与那原大綱曳
は最高潮に達します。
皆が全力を出し切った結果、勝敗はつくものの、「曳き清らさ、勝ち清
らさ、負け清らさ（ひきちゅらさ、かちちゅらさ、まけちゅらさ）」＝「勝っ
ても負けても和気あいあいと」という言葉があるのも、与那原大綱曳の美
しさです。町民だけでなく誰しもが、綱を「作る」「担ぐ」「曳く」ができ
る参加型のまつりであることも、与那原大綱曳まつりの醍醐味の一つです。

与那原町役場　観光商工課
地域おこし協力隊

「サー！サー！サー！サー !!」
の掛け声と共に「カンカンカン」
と鳴り響く鉦鼓（ソーグ）の音。
風にのせて踊る旗頭に華やかな
女性たちの舞。大綱曳本番前に
気勢をあげるガーエーと、支度
（したく）が大綱の上に乗って
練り歩く昇龍のような荘厳さ。
カナチ棒が入った瞬間に大綱が
たたき落されるド迫力を、ぜひ
体感してください。
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ධՁͷϙΠϯτ

次回
開催日程

■開催日：2019年11月26日（予定）
■開催場所：野村公会堂
■問い合わせ先：
・団 体 名　西予市観光協会野村支部
・住　　所　〒797-1212
・電話番号　0894-72-1115　・URL　n-sanken@city.seiyo.ehime.jp

●長い間継続して開催されており、地方の祭として定着している。
●相撲の町としての認識が広まっており、相撲が地域振興の下地となっている。
●一番の見どころは、実業団や大学生などのアマチュアトップ選手とプロの若手力士が激突するプロ・アマ対戦で、特徴がある。
●地区の誇りをかけた住民対抗戦は地域の絆を深めている。
●当日運営はもちろん、事前準備など地域住民が積極的に参加しており、イベント開催にあたり地域住民の関わりが深い。
●戦時中でさえ一度も絶やすことなく続けてきた乙亥大相撲への住民の想いは強く、7月の豪雨被害の復興の励みにもなって
いる。

被
災
前
の
乙
亥
会
館
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第23回
ふるさとイベント大賞

総務大臣表彰

米田 直さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

西予市観光協会野村支部、西予市、
西予市教育委員会

167回

11月下旬

乙亥会館
（～2020.3 豪雨災害復旧工事中）

約6,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 38,019人

愛媛県西予市自治体名

乙亥大相撲

西予市観光協会野村支部
支部長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

嘉永5年（1852年）6月25日に、町内の4地区が全焼、総羅災戸数
100戸、棟数260棟という大火災が起こりました。これらの火災が二度
と起こらないように火除けの神として愛宕山に愛宕神社を祭祀し、以後
100年にわたり旧暦10月の乙亥の日に三十三結の願相撲を奉納し、無火
災を祈願したのが始まりです。祈願相撲は1952年に終わりましたが、地
方祭として定着してきたことから、野村町三大まつりの一つとして盛大に
継続されています。
相撲は、全国の一般実業団や大学生などのアマチュアトップ選手と、大
相撲の若手有望力士が激突する全国で唯一のプロアマ対戦が一番の見所と
なっており、激しい取組が繰り広げられます。また幕内力士による稚児の
土俵入りや、地元の小・中・一般青年の対抗戦、乙亥太鼓演奏、初っ切り
なども行われ、2日間の乙亥祭りは町が相撲一色で賑わいます。
過日の2018年7月豪雨災害では、会場となる乙亥会館に2階部分まで
濁流が流れ込み、壊滅的な被害を受けました。しかしながら、戦時中でさ
え一度も絶やすことなく続けてきた乙亥大相撲への住民の想いは強く、
167回目となる乙亥大相撲も会場を変更して開催しました。これまでの
会場は使用できませんので、代替場所に一から土俵を作ることとなり、地
域の皆さんが、乙亥大相撲開催のため、また復興への願いを込めて4日間
かけて作った珠玉の土俵が完成し、無事に開催することが出来ました。
また、2017えひめ国体では、約600人の相撲競技選手団を地域全体で
民泊をして受け入れました。豪雨災害直後には、その時の民泊先を案じて
日本全国から多くの国体選手が駆けつけて下さり、復旧活動にご協力いた
だきました。今回の乙亥大相撲では、その選手たちが土俵上で大熱戦を繰
り広げ、住民の皆さんは勇気づけられ、絆も一層深まりました。
これからも相撲の町として、乙亥大相撲が復興に向けての一助となるよ
う努めてまいります。

Ѫඤ県
੢༧市

今回の乙亥大相撲の開催につ
いては、避難所や被災地を回っ
て被災された方がどのようなご
意見をお持ちか伺って参りまし
た。ほとんどの方から「例年通
りやってほしい」という声を聞
き、また辛い立場の被災者から
「運営は大変と思うが頑張って」
と反対に励ましの言葉もかけて
くださいました。改めて地域に
なくてはならないイベントだと
実感しました。
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次回
開催日程

■開催日：2019年7月6日（土）～7月7日（日）〈予定〉　■開催場所：北海道室蘭市全域
■問い合わせ先：  ・団 体 名　撮りフェスin室蘭実行委員会

・住　　所　〒051-0022　北海道室蘭市海岸町1-5-1　室蘭観光協会内
・電話番号　0143-23-0102　・URL　http://tori-fes.com/

●北の大自然がつくり出した自然景観と工場夜景などの産業景観を併せ持ち、それらが共存・融合している室蘭の魅力を地域
資源として活用したイベント。

●通常のフォトコンテストとは異なり、2日間・24時間という制限時間の間で撮影から作品提出までを行うなど、独創性のあ
る企画内容となっている。

●参加者の作品を通じて地域の魅力を発信している。
●普段は立ち入ることができない特別な撮影スポットを行政と民間企業の協力を得ながら開放するなど、官民が一体となって
魅力を増すための創意工夫を図っている。

●参加者が撮影した写真はイベント翌日から写真展で展示され、市の知名度向上に繋がっている。また、地域住民自身も気づ
いていなかった町の景観の魅力に改めて触れることで、郷土意識の高揚に貢献している。

๺ւಓ
ࣨའ市
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

川島 佳峻さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

撮りフェス in 室蘭実行委員会

2回

2017年9月16日（土）～9月17日（日）

北海道室蘭市全域

参加者数272人
関係住民 約100人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 84,405人

北海道室蘭市自治体名

撮りフェス
in 室蘭 2017

撮りフェスin室蘭実行委員会
（所属：株式会社EPOCH）
実行委員長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

室蘭は、アイヌ語で「小さな・下り路」という意味の語
源の通り、小さいながらも起伏に富んだエリアです。そこ
に北の大自然がつくり出した自然景観と工場夜景などの産
業景観を併せ持ち、それらが奇跡的に共存・融合しています。
少し歩くだけで目の前の景色がめまぐるしく変わる、まさ
に被写体としての魅力に溢れた町です。撮りフェス in 室蘭
は、室蘭の観光資源の原点でもある「景観」の価値に着目し、
室蘭の町を24時間という制限時間内に自由に散策しなが
ら、町が持つ被写体としての魅力を写真に収めていく滞在
型フォトコンテストです。通常のフォトコンテストとは違
い、2日間・24時間という制限時間の間に撮影から作品提
出までを行います。撮影場所は室蘭市内全域で、普段は立
ち入ることのできない特別な撮影スポットを行政と民間企
業等の協力を得ながら開放しています。またプロの写真家
と巡る撮影ツアーや作品講評とトークも開催し、「写真」を
きっかけとして地域が盛り上がるフォトコンテストです。

室蘭は行くたびに新鮮な経験
がある「フォトジェニック」な
まちです。撮影する場所やアン
グル、時間や季節でも、その時々
で様々な表情を見せてくれま
す。撮りフェス in 室蘭は、ま
だ回数が少ないイベントなが
ら、年を重ねるごとに参加者も
増え、毎回参加してくださる参
加者もいます。あなたも「世界
がまだ知らない室蘭」を発見し
に来ませんか。
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次回
開催日程

■開催日：2020年2月8日（土）、9日（日）予定
■開催場所：響きの森公園雪のコロシアムほか
■問い合わせ先：
・団 体 名　小出雪まつり実行委員会
・住　　所　〒946-0011 新潟県魚沼市小出島1209番地11 小出商工会内
・電話番号　025-792-2124　・URL　http://seinenbu.uonumakoide.com/yuki/

●マイナスのイメージが大きい雪を「楽しみ」に変えようという発想から始まったイベント。
●雪合戦発祥の地を掲げて開催される雪合戦はリピーターも多く、毎年人気が高い。外国人チームの参加もある。
●雪合戦前日は参加チームに郷土料理や地酒が振る舞われ、参加者や地元の人が交流を図っている。
●遊び心を持って競技を行うことを心得としており、雪合戦当日は、豪雪地域特有の民具を身につけ、様々なコスチュームや
パフォーマンスでイベントを盛り上げている。

●大会の景品は、魚沼産コシヒカリや地酒など魚沼ならではのものを用意しており、会場では魚沼産コシヒカリが無料で提供
される。市民も町内会単位でかまくらを作り、来場者に楽しんでもらうなど、魚沼の文化の発信に繋がっている。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

関 和雄さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

小出雪まつり実行委員会

31回（2019年時点）

毎年2月中旬

響きの森公園雪のコロシアムほか

16,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 36,368人

新潟県魚沼市自治体名

2018
小出雪まつり

小出雪まつり実行委員会／
小出商工会青年部　副部長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

毎年2月に2日間にわたり開催され、小出雪まつり実行
委員会を中心に、市民の力で地域活性化を目指しています。
特に小出国際雪合戦（2019年から魚沼国際雪合戦に名称
変更）は、雪合戦発祥の地を掲げ、これまで31回開催し
ています。大会前日は、商店街を雪灯篭でライトアップし
て参加チームをお出迎えします。前夜祭交流会では、郷土
料理や地酒を振る舞い、参加者同士や市民との交流の場と
なっています。大会当日は、豪雪地域特有の道具「こしき」
などを使って、雪合戦を楽しみます。この雪合戦大会は遊
び心を持って競技を行うことを心得としていて、選手達は
コスチュームやパフォーマンスで会場を盛り上げていま
す。大会の景品は、魚沼産コシヒカリや地酒、地元温泉の
宿泊券など魚沼ならではの品ばかりで、会場内では特産の
魚沼産コシヒカリが食べ放題です。市民も町内会単位でか
まくらを作り、来場者に振る舞うなど、訪れた方と市民が
一体となって盛り上がるイベントです。

魚沼市は日本有数の豪雪地帯で
すが、小出雪まつりは訪れた方
と市民が一緒になってその雪を
楽しむイベントです。雪を地域
資源として活用しようと平成元
年から小出国際雪合戦を始めま
した。リピーターも多く、冬季
以外でも選手と役員の枠を超え
て仲良くさせていただいていま
す。一緒に盛り上げていただけ
る皆様のお越しをお待ちしてい
ます。
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次回
開催日程

■開催日：2019年8月10日（土）　■開催場所：菊池市民広場一帯
■問い合わせ先：
・団 体 名　菊池市役所　商工観光課
・住　　所　〒861-1331　熊本県菊池市隈府888番地
・電話番号　0968-25-7223　・URL　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

●市民広場前の県道を封鎖し、200メートルの県道区間を２体の雄雌の白龍が巨体を折り曲げて蛇行し、すれすれで交錯する
パフォーマンスは迫力満点で多くの観客を魅了する。

●雄龍・雌龍は大人、若龍は中高生、子白龍は小学生が担ぎ上げるなど、幅広い世代の担ぎ手により、菊池白龍は未来に継承
されている。

●ステージイベントなどを通して、多くの地域住民が様々な形で祭りに参加している。
●人気アーティストのライブや首都圏のイベントにおいて数万人の観客の前で演舞を披露しており、菊池市の知名度向上につ
ながっている。

●地域や学校のイベントに積極的に出演し、地域への密着度が高い。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

江頭 実さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

菊池市祭実行委員会

24回

毎年8月7日に一番近い土曜日

菊池市民広場一帯

30,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 49,073人

熊本県菊池市自治体名

きくち夏まつり
菊池白龍

菊池市祭実行委員会
会長（菊池市長）

ओऀ࠵ϝοηʔδ

「きくち夏まつり」は菊池の
白龍伝説を再現して作成した白
龍4体による練り歩き・演舞や
ステージイベントが行われ、菊
池の夏を代表するイベントで
す。迫力満点の白龍と勇ましい
担ぎ手達に会いにぜひ菊池市へ
お越しください。

きくち夏まつりの象徴である菊池白龍は、1997年に菊
池白龍伝説を再現して制作されました。巨大白龍の雄龍と
雌龍は1体、全長50メートル、総重量500キロにもなる
巨大白龍です。この白龍のほかに、2005年、子ども達に
も担がせたい、思い出を作らせたいとの思いから子白龍を
作成し、2018年には、担ぎ手の裾野を広げることを目的
に若龍が制作され、雄龍・雌龍は大人、若龍は中高生、子
白龍は小学生と若い世代の担ぎ手により、菊池白龍は未来
に継承されています。まつりは、4体の龍が地元商店街を
練り歩き、クライマックスには、会場前の道路を封鎖して
雄龍・雌龍2体による蛇行演舞は迫力満点です。最近では、
県外からの観客や担ぎ手が増え、菊池の夏を代表する一大
行事となっています。龍の中でも白龍は、幸せを呼ぶとさ
れる吉兆龍であり菊池市が豊かになる予兆として、事ある
ごとに現れ菊池市を幸せへと導いてくれる守護神として市
民に愛されています。
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次回
開催日程

■開催日：2019年10月14日（予定）
■開催場所：みつえ体験交流館
■問い合わせ先：
・団 体 名　御杖村役場
・住　　所　〒633-1302　奈良県宇陀郡御杖村大字菅野368
・電話番号　0745-95-2001　・MAIL　thezoukindash@vill.mitsue.nara.jp

●昔ながらの姿が残る旧校舎を地域資源として活用し、シンプルな企画ながらも独創性のあるイベント。
●地域のコミュニティを中心に人々が積極的に参加し、郷土愛の醸成に繋がっている。
●テレビや新聞に取り上げられ知名度の貢献に繋がっている。
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第23回
ふるさとイベント大賞

伊藤 収宜さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

御杖村

2回

2017年10月9日（体育の日）

みつえ体験交流館

約300人（参加者148人）

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 1,690人

奈良県御杖村自治体名

ザ！雑巾ダッシュ!!
2017 in みつえ

御杖村村長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

全国的にも珍しい101メートル
の廊下を使った雑巾がけイベント
「ザ！雑巾ダッシュ」。
100メートルのスタートライン

に立つと、あまりの長さに不安に
なる選手もまわりの声援に後押し
されゴール。家族や友達と懐かし
い木造校舎での雑巾がけを会場全
員で楽しめるイベントになりまし
た。笑顔あふれるこのイベントに
廊下をぴかぴかに磨いて皆さんの
ご参加をお待ちしております。

「みつえ体験交流館」は、旧小学校をリノベーションし
た体験型交流施設で、竹細工や陶芸、コーヒー焙煎などを
体験できます。
昔ながらの姿をそのまま残す同施設は、101メートルの
長い廊下が自慢。本イベントでは、その長い廊下を活用し、
雑巾がけ大会を実施します。目指すのは、世界記録認定に
必要と言われている「16秒68」の更新。
大会は100メートルの他にも、子どもや女性も気軽に参
加できる50メートルや、2人1組で走るダブルス、4人1
組のチームで競うリレーなど、様々な種目を実施。子ども
たちには「珍しい木造小学校の雰囲気を感じながら」、大
人たちには「子どもの頃を思い出しながら」楽しく走って
いただけるイベントです。
各種目優勝者には、「100合のお米」と、御杖村産の木
材を使用した「木彫りのメダル」を贈呈。
また、会場では「御杖うまいもん市」を同時開催。御杖村
の特産品やグルメなど、村自慢の味で参加者をもてなします。
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次回
開催日程

■開催日：2019年9月の第1日曜日
■開催場所：福山市鞆町
■問い合わせ先：
・団 体 名　鞆の津 八朔の馬出し実行委員会
・住　　所　〒720-0202　広島県福山市鞆町後地536番地1
・電話番号　084-982-1121　・URL　http://www.tomo-rekimin.org/index.php

●江戸時代から昭和初期まで続いていた伝統行事を17年前に地元の有志が復活させたもので、伝統文化の継承に繋がっている。
●低予算で開催しながらも、地域のコミュニティを中心に人々が集まり交流に繋がっている。
●60名もの子どもたちが参加し、中学生だけに任せて馬を引かせるなどの特色があり、子どもたちが地元に関心と誇りを持
つ機会となっている。
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第23回
ふるさとイベント大賞

ౡ県޿
෱ࢁ市

通堂 博彰さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

鞆の津 八朔の馬出し実行委員会

17回

2018年9月2日（日）

福山市鞆町

2,000人

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 469,878人

広島県福山市自治体名

鞆の津
八朔の馬出し

鞆の津 八朔の馬出し実行委員会
事務局長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

年代物の馬から現代版の馬ま
で約10台が古い町並みを進み、
子ども達の笑顔溢れる姿を地域
の人々が沿道で声援します。出
発前には中学生の太鼓の演奏、
また大人達が音頭を取りながら
行列を盛り上げます。ゴール地
点では、地元女性陣による「八
朔の料理」が参加者や見学者に
振る舞われ、町をあげて子ども
達の成長を祝います。

八朔とは旧暦の8月1日のことを言い、この日には物品
を贈答して日ごろの感謝の気持ちを伝えたり、農家では米
の豊作を祝う行事や子どもの成長を祝う行事を行ったりと
地域によってさまざまな特色があります。
潮待ちの港として栄えた鞆では、長男が生まれると、木
製の白い馬と台のセットを作り、町中を引き廻して健やか
な成長を祝う珍しい行事がありました。江戸時代から続い
てきた行事ですが、昭和初期に廃れ、17年前（2002年）
に地元の協力により復活しました。今では、男児だけでは
なく、男女問わず子どもの健やかな成長を祈り、鞆の浦の
風情あるまちなかを「八朔の馬」の行列がゆっくりと進み
ます。
地元の企業や有志から協賛も多く、また子どもたちは毎
年約60人の参加があります。地元の人に伝統行事として
再認識してもらい、誇りに感じてもらうような行事となっ
ています。
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次回
開催日程

■開催日：2019年8月24日　■開催場所：富田林寺内町およびその周辺
■問い合わせ先：
・団 体 名　じないまち四季物語実行委員会
・住　　所　〒584-8511　大阪府富田林市常盤町1-1（富田林市商工観光課）
・電話番号　0721-25-1000（内線483）（じないまち四季物語実行委員会事務局）
・URL　https://www.city.tondabayashi.lg.jp/site/kirameki/16002.html

●国の重要伝統的建造物群保存地区にも選定されている「富田林寺内町」の歴史的な景観を活用したイベント。
●春・夏・秋・冬の年4回開催され、四季折々のまちなみを愉しむことができる特徴がある。
●江戸時代からの風習を町全体で再現するなど、地域固有の風土や暮らしを守り、継承する取組となっている。
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選考委員
特別賞
選考委員
特別賞

第23回
ふるさとイベント大賞

橋川 光司さん

։5"%࠵"

主催団体

開催場所

観客数

開催日

開催回数

じないまち四季物語実行委員会

50回（2019.3.1時点）

8月第4土曜日、10月第2土曜日、1月第2
土～月曜日のうち1日、3月第2土・日曜日

富田林寺内町およびその周辺

25,800人（2017年度実績）

※2018.12末現在の住民基本台帳人口
自治体人口 111,898人

大阪府富田林市自治体名

じないまち
四季物語

じないまち四季物語実行委員会
会長

ओऀ࠵ϝοηʔδ

昔ながらのまちなみを残す
「富田林寺内町」では、四季折々
のイベントにより、その魅力を
発信しています。約1000基も
の行灯で、まちを幻想的に彩る
催しや、まちかどや民家・商店
の約100カ所へのお雛様の飾り
つけ、また、まち全体で20種
類以上の鍋料理などをふるまう
など、1年を通してさまざまな
イベントを開催しています。

大阪府内で唯一、国の重要伝統的建造物群保存地区にも
選定されている「富田林寺内町」。そこには国の重要文化
財である旧杉山家住宅や興正寺別院などの歴史的な地域資
源があり、現在でも江戸時代からのまちなみが残っていま
す。当地区の四季折々のまちなみを愉しんでいただけるよ
う、地域の住民や商業者が行政などと連携し「じないまち
四季物語」を開催しています。
「春」は、富田林寺内町を中心とする民家・商店やまち
角にお雛様を飾り、菜の花と共に春の節句を祝う「じない
まち雛めぐり」。
「夏」は、約1000基もの行灯でまちなみを幻想的に彩る
「富田林寺内町燈路」。
「秋」は、旧暦9月9日（重陽の節句）にひな人形と不老
長寿の花とされる菊を飾り、江戸時代からの風習を再現す
る「後の雛まつり」。
「冬」は、富田林寺内町の「冬」の佇まいと鍋料理の温
かさや賑わいなどを味わっていただく「新春・初鍋めぐり」。
1年を通して計4回のイベントを開催しています。

大ࡕ෎
෋ాྛ市
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

Reborn-
Art Festival

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年8月3日～ 9月29日
■開催場所：  牡鹿半島、網地島、石巻市街地、松島湾

（宮城県石巻市、塩竈市、東松島市、松島町、
女川町）

■問い合わせ先：
・団体名：Reborn-Art Festival 実行委員会
・ 住所
  〒986-0812 宮城県石巻市東中里二丁目1－1
・ 電話番号：0225-90-4726
・MAIL：info@reborn-art-fes.jp
・URL：http://www.reborn-art-fes.jp

東日本大震災以降、特に被災沿岸地域にお
いては、地域コミュニティの衰退、地域文化
の担い手の減少が顕著であり、この地で育ま
れてきた自然との関わり方や衣食住の生活様
式などの「人の生きる術」が失われつつあり
ます。被災沿岸地域の復興にとっては、この
「人の生きる術」を蘇らせ、取り戻すことが
重要であると考えられます。
本事業においては、これを「Reborn-Art

（リボーン・アート）」※と名付け、その発見、
再発見を通じて、被災沿岸地域における心の
復興に資すると共に、被災沿岸地域における
地域文化の再興・継承、文化芸術の振興及び
文化芸術活動の担い手の育成を図り、もって
文化芸術創造拠点の創出を図ることを目的と
します（※Artは「人が生きる術」すべてを
指すArsというラテン語が語源）。
2015年7月 に 実 行委員会を設立し、
2016年7月にプレイベントとしてReborn-
Art Festival×ap bank festival2016を実
施、延べ約4万人を集めました。
2017年の本祭では現代アートと音楽と食
を三つの柱として掲げました。
アートとしては30以上の拠点に約40組の
アーティストとによるアート作品を配置、音楽としては51日間毎日様々な場所で一期一会の音楽イベント
を実施しました。
また、食としてはカフェ「はまさいさい」と「Reborn-Art DINING」を設け、地域の食材を全国のトッ
プシェフと地元の料理人が協働する形で魅力的な料理に仕上げたほか、鹿の食害問題に対応すべく、鹿の食
肉加工施設も設けました。
運営に当たっては地域住民の協力を得たほか、地域で文化活動をしている方々に表現の機会を持っていた
だきました。

延べ260,000人観客数

会場：宮城県石巻市（牡鹿半島、市内中心部）
※提携会場：松島湾（塩竈市、東松島市、松島町）、女川町開催場所

2017年7月22日～ 9月10日開催日

1回開催回数

Reborn-ArtFestival実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
144,529人自治体人口

自治体名 宮城県石巻市

։5"%࠵"
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

喜多方発21世紀
シアター2017

෱ౡ県
ଟํ市ت

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年8月1日（木）～8月5日（月）
■  開催場所： 喜多方市内（喜多方プラザ文化センター、
地区公民館、大和川酒蔵北方風土館　東町蔵屋敷「会
陽館」　外）、喜多方地方広域市町村圏内（北塩原村立
さくら幼稚園、裏磐梯幼稚園　西会津町中学校　外）
■問い合わせ先：
・団体名：喜多方発21世紀シアター実行委員会
・ 住所：  〒966-0094 福島県喜多方市字押切二丁目1番地

（喜多方プラザ文化センター内）
・ 電話番号：0241-24-4611
・MAIL：info@kitakataplaza.jp
・URL：http://21st.kitakataplaza.jp

喜多方発21世紀シアターは、次代を担う子
どもと地域文化の育成を目的に、喜多方プラザ
文化センター、喜多方地方広域市町村圏内の街
なかの蔵、店舗等を利用して開催する総合芸術
フェスティバルです。
本事業では、本物の芸術文化に触れる機会の
少ない地方の子どもたちに、芸術文化の側面か
ら地域づくりを考え、行動するという趣旨に賛
同いただいた団体、企業等と協力、連携しなが
ら、プロによる一流のパフォーマンスや大道芸、
舞台芸術など＂本物＂を触れてもらえる機会を
創出します。
2017年8月4日（金）～ 7日（月）までの4
日間、小学生から一般までの市民ボランティア
延べ521人に支えられながら、喜多方市内及
び喜多方地方広域市町村圏内の25会場におい
て、舞台芸術創造団体75団体が芝居、音楽、
落語、人形劇、音楽コンサート、大道芸など
82作品、108公演を上演したところ、8,045
人の皆様に観覧いただきました。
喜多方発21世紀シアターは、「0才の子ども
が成人になるまで続けたい」という想いから、
2000年から毎年実施しています。当初はワー
クショップを取り入れ、プロやアマチュアによ
る20分程度のショート公演を何作品かつなげ
ての公演でしたが、プロによるフルサイズ（1
時間程度）の公演を喜多方プラザ文化センター
と街なかの様々な場所で行い地域全体で楽しむ
ことができないかと考え、4年目以降は様々な
ジャンルの芸術文化公演が体験できる一大イベ
ントとして成長しました。

8,045人観客数

喜多方市内（喜多方プラザ文化センター、地区公民館、大和川酒造北方
風土館　外）、喜多方地方広域市町村圏内（北塩原村立さくら幼稚園、
裏磐梯幼稚園　外）

開催場所

2017年8月4日（金）～8月7日（月）開催日

18回開催回数

喜多方発21世紀シアター実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
47,064人自治体人口

自治体名 福島県喜多方市

։5"%࠵"
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

J：COM×寒川
びっちょり祭

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年8月18日（日）
■開催場所：さむかわ中央公園
■問い合わせ先：
・団体名
　寒川びっちょり祭実行委員会
・ 住所
  〒253-0105 神奈川県高座郡寒川町岡田1-15-1
フジタビル1F　寒川町観光協会内
・ 電話番号：0467-75-9051
・MAIL：info@samukawa-kankou.jp
・URL：http://www.samukawa-kankou.jp/

J：COM×寒川びっちょり祭は、町民
の交流の場を提供するとともに、町民・事
業者・行政が協働で町内外からの誘客を促
進し、地域活性化と元気な寒川町のイメー
ジアップを図ることを目的に、水に関連性
をもたせ、子供から大人まで楽しめるイベ
ントです！
水鉄砲バトル（金魚すくいのポイを頭に
つけて、コート内で5人組のチームで対
戦）、デンジャラスエリア（誰でも構わず
水鉄砲で撃ちまくる危険エリア）、踊りま
SHOW（日頃の練習の成果を発表するダ
ンスチームによる華やかなショー）、模擬
店、キッズプール（約10メートル四方の
大きなプール）、冷（さ）ま～ランド（巨
大噴水）、ダダスベリ（手作りウォーター
スライダー）、ちびっ子ランド（ミニ噴水
など）など様々な催しがあります。
寒川町には日本で最初の県営水道（昭和８年開始）の水源「寒川浄水
場」があり、相模川をはじめ3つの川が流れているなど水にゆかりのあ
る寒川町ならではのイベントができないかと2012年に誕生しました。
開催にあたっては、町民の交流の場を作るとともに、水との深い関わり
があることへの住民への意識啓発に繋げ、町民が一体となってイベント
を盛り上げていくことで観光誘客のきっかけになればと考えています。
また、継続的に開催できるよう補助金に頼らず協賛金や参加料で運営で
きるよう工夫しました。このように、町民と共にイベントを作り上げて
いくことで、町民の郷土意識の高揚に繋げ、また、このイベントをきっ
かけに湘南の夏に対するイメージを変え、寒川ならではの夏の魅力を
PRしていくことで、町のイメージアップを図っています。

11,600人観客数

さむかわ中央公園開催場所

2017年8月13日（日）開催日

6回開催回数

寒川びっちょり祭実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
48,284人自治体人口

自治体名 神奈川県寒川町
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

三國湊
帯のまち流し

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：  第10回大会 2019年8月31日（土）

予備日9月1日
■開催場所：  坂井市三国町市街地7コースから踊り流し　　

駅前通りに集合して総踊り
■問い合わせ先：
・団体名：一般社団法人　三國會所
・ 住所
〒913-0046 福井県坂井市三国町北本町四丁目6-55
・ 電話番号：0776-82-8392
・MAIL：mikunikaisyo@gmail.com
・URL：http://mikunikaisyo.org/

三国湊は、福井県一の大河「九頭竜川」の河
口に位置し、古くは室町時代に成立した海洋法
規集「廻船式目」において、三津七湊に数えら
れる全国有数の大湊でした。江戸中期から明治
初期にかけては、北前船の寄港地として繁栄を
極め、海運の拠点としてのまちの歴史とともに
商人文化が花開きました。当時の繁栄の軌跡は、
現存する三国湊独自の建築様式「かぐら建て」
のまちなみや約250年の伝統ある「三国祭り」
から感じることができます。三国湊における地
域資源とは、まちが成立して以来、育んできた
伝統そのものであり、三国祭りをはじめとした
祭事、芸能、文学等、そして数多くの才子を引
き付けた風致です。それらは、まちの誇りであ
り、次世代へと継承していくため保存振興して
いくことが必要です。このような背景・目的の
もと三國會所では、約250年の伝統ある盆踊
り唄「三国節」を親しみやすい流し踊りにアレ
ンジし、帯の幅ほどのまちの中を踊り流す「三
國湊帯のまち流し」を創設しました。2009年
に試行的に実施し、2010年より本格的に開催して以来、年々参加者や参加団体が増加
しており、地元の子供からお年寄りまで、さらには市外および県外の団体が参加する等
活動の輪がどんどん広がっています。2017年度からは、地元の全小学校が参加するこ
とが決まり、目的である伝統文化の保存振興や知名度向上において大きな役割を果たし
ています。また、継続してイベントを開催してきたことにより、会場となる沿道には、
個人宅や店舗、自治会毎に工夫を凝らした行燈を玄関前に自発的に飾る動きに繋がって
おり、幻想的な雰囲気を醸成するとともに、地域に根付いたイベントとなっています。

8,500人観客数

坂井市三国町市街地開催場所

2017年9月2日開催日

8回開催回数

一般社団法人　三國會所主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
91,991人自治体人口

自治体名 福井県坂井市
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

丸山千枚田の
虫おくり

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年6月8日（土）
■開催場所：  三重県熊野市紀和町丸山地区

丸山千枚田内
■問い合わせ先：
・団体名
　丸山千枚田の虫おくり実行委員会
・ 住所
〒519-5413 三重県熊野市紀和町板屋82
・ 電話番号：0597-97-1113
・MAIL：chishin-en@city.kumano.mie.jp

熊野市の山間部に位置する紀和町
丸山地区では、日本の棚田百選にも
選ばれている「丸山千枚田」があり
ます。この丸山千枚田は、慶長6年
（1601年）に2240枚の棚田があり
ましたが、平成初期には530枚ま
で減少し、千枚田消滅の危機を迎え
ました。しかし、地元住民の「先祖
代々続く丸山千枚田を復元し、後世
に残し伝えたい」という強い想いに
より、1993年に丸山地区全戸によ
る「丸山千枚田保存会」が結成され
ました。そして、この保存会による
活動の結果、現在は1340枚の棚田
が復元されました。
そして、この丸山千枚田を活用し、
2004年の熊野古道の世界遺産登録
を機に地域住民が中心となって丸山
千枚田の「虫おくり」というイベン
トを開催しました。
「虫おくり」とは、1953年まで
実際に丸山地区で行われていた行事で、地域の子どもたちが集まり、お寺からお
札をもらって、松明と太鼓、鐘などを手に千枚田の中を「虫おくり殿のお通りだ
い」と唱え歩き火と音で害虫を追払うものです。これは、一粒でも多くの米を収
穫したいという祈りの込められた、豊作を願う行事です。先人が行っていたこの
「虫おくり」を農耕文化の一つとし、参加型のイベントとしています。
イベントでは、田んぼの枚数と同じ1340本の松明やキャンドルを棚田に灯も
すとともに、幻想的な光景の中、地元の小学生やイベント参加者が実際に「虫お
くり行列」に参加して、棚田を練り歩くことができます。
今では、この「丸山千枚田の虫おくり」は、丸山千枚田の夏の風物詩として定
着し、大勢の観光客が訪れるようになっています。

約1,000人観客数

三重県熊野市紀和町丸山地区　丸山千枚田内開催場所

2018年6月9日（土）開催日

15回開催回数

丸山千枚田の虫おくり実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
17,044人自治体人口

自治体名 三重県熊野市

։5"%࠵"
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

赤れんがマーケス
in 舞鶴 2018

౎෎ژ
෣௽市

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：  2019年7月14日（日）

前夜祭2019年7月13日
■開催場所：舞鶴市赤れんがパーク5号棟4号棟周辺
■問い合わせ先：
・団体名
　舞鶴鎮守府実行委員会
・ 住所
〒625-0020 京都府舞鶴市小倉3-3
・ 電話番号：0773-62-2169
・MAIL：aoba@be.to
・URL：http://maizurumca.com/

ɾۀࣄ໨త
世界記憶遺産、日本遺産、イコモ
ス認定、アニメ聖地88カ所指定を
取得する舞鶴市を内外に広めるた
め、重要文化財赤れんが倉庫群に市
外から興行主催者を招致してイベン
ト会場設営全般のサポートを事業化
し市街からのイベント観光客を、舞
鶴市に多く迎える事を本事業の目的
とします。

ɾ࣮ࢪ಺༰
舞鶴市赤れんがパーク5号棟貸館
イベント「艦これオンリー砲雷撃戦
よーい36舞鶴鎮守府」の会場周辺
地内にて来場者向けの地元食飲食テ
ントブース「赤煉瓦マーケスin舞鶴
2018」を展開しました。

ɾ࣮ۀࣄ੷
来場者数およそ5,000人
（内訳～京都府内20％・
他府県80％）。
経済波及効果2億円
（他府県4,000×1名消費額5万円
［旅費宿泊飲食］）

5,000人観客数

舞鶴市赤れんがパーク5号棟4号棟周辺開催場所

2018年2月18日（日）開催日

6回開催回数

舞鶴鎮守府実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
82,827人自治体人口

自治体名 京都府舞鶴市

։5"%࠵"
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞 29ロードウォーク

࣍ճ։࠵༧ఆ೔ఔ
■開 催 日：2019年7月か8月の月末土曜日
■開催場所：若桜町ー八頭町ー鳥取市の国道29号
■問い合わせ先：
・団体名
　29ロードネットワークス
・ 住所
  〒680-0056　鳥取市職人町29若桜ビル2階
・ 電話番号：0857-25-5507
・MAIL：29road@tottori.to
・URL：https://www.facebook.com/29road/

鳥取県鳥取市から兵庫県姫路市までを結ぶ国道29号線は「因幡（いなば）街道」として、古
くから山陰と山陽を結ぶ街道として鳥取県東部の人々にはなじみの深い道です。その国道29号
を交通とは違う「観光エリア」として交流人口を増やそうと、2015年4月より民間と沿線自治体、
交通事業者も連携して「29（ニク）ロードネットワークス実行委員会」が結成されました。29
＝ニクとした理由は（1）語呂（2）国道29号は畜産業がさかん（3）地域資源「肉食」を活かす、
そして何と言っても国道29号は日本でここしかないという4つの理由からです。
その29ロードネットワークスの主体事業が「29（ニク）ロードウォークです」。7、8月の“29日”

に近い土曜日に、国道29号の29キロを沿線の肉を食べながら夜通し歩くというウォークイベントです。
ウォークの出発の若桜駅は第3セクター鉄道の終点であり、参加者はそのほとんどが列車で集
合します。そこから八頭町―鳥取市へと北上、途中に2カ所エイドステーションで肉を食べ元気
をチャージしながら鳥取駅前までのゴールを目指します。ウォークの運営はボランティアスタッ
フがウォークの先導から最後尾を誘導します。みんなでペースを合わせてオールナイトで歩き食
べるという他にはない達成感があり、さらに参加者同士の絆が深まる機会にもなっています。
2015年8月の1回目は定員の倍となる180人が参加、2年目からは定員も290人とし、これま
でに県内外から約800人が参加＆完歩＆完食をする大会となっています。2018年からは昼間に
ニク（2×9）＝18キロ食べ歩く
「デイウォーク」も始まり、国道
29号をニク絡みで歩くというこ
とが浸透しつつあります。
私たちの合言葉は「NICE TO 
MEAT YOU ！」。楽しい出会い
が生まれる国道29号線の魅力創
りをこれからも進めていきます。
そして肉の道の輪を全国に広げて
いきたいと思います。

約300人参加数

鳥取県若桜町の若桜駅から鳥取市の鳥取駅まで
（約29km）開催場所

2017年7月29日開催日

3回開催回数

29ロードネットワークス主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
約210,000人自治体人口

自治体名 鳥取県鳥取市、若桜町、八頭町

։5"%࠵"
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：  2020年7月頃

（オペラ内の楽曲によるコンサートを予定）
■開催場所：大田市民会館
■問い合わせ先：
・団体名
　オペラ「石見銀山」実行委員会
・ 住所
  〒694-0041 島根県大田市長久町長久イ555
・ 電話番号：0854-82-0170
・MAIL：（HP問合せフォームから）
・URL：https://opera-iwamiginzan.jimdo.com/

大田市には世界遺産「石見銀山遺跡」があり、
また、伝統芸能である「石見神楽」があります。
2017年7月に世界遺産登録10周年を迎えるに
あたり、これらを活かしたオペラを制作・上演
し、ふるさとの活性化につなげたいと、女性合
唱団体が立ち上がりました。
取り組みの輪は、音楽関係者はもちろん、地
元の商工団体、女性や青年団体、県外の市人会
まで広がる中、オペラ制作や資金集めが進めら
れました。
オペラの制作と並行し、出演者を公募し、出
演する市民（高齢者から小学生まで）は、石見
銀山の歴史を学びながら、熱心に練習を重ねま
した。
世界遺産登録10周年当日に、夜昼2回の大
田公演を行いました。いずれも満席で、拍手喝
さいの大盛況となりました。公演会場の屋外広
場では、オペラ公演を一緒に盛り上げたいとい
う青年団体有志により地元産品等を提供する屋
台の出店や神楽の上演もあり、会場の内外で大きな盛り上がりを見せました。市民
をはじめ、多くの人に感動を与え、世界遺産登録10周年の目玉事業となりました。
大田公演の後は、東京市人会からの熱心な働きかけがあり、東京公演まで行い、
観光PRにつながるとともに、実行委員会や地元出演者にとっては、ふるさとへの
大きな自信と誇りにつながりました。
その盛り上がりは、1年を経過した今も、市民の間で抱き続けられており、地元
の演奏会等でその楽曲を歌い続けながら、世界遺産登録15周年の再演に向け、再
スタートが切られています。

1,772人観客数

大田市大田町　大田市民会館開催場所

2017年7月2日（昼夜2回公演）開催日

2回開催回数

オペラ「石見銀山」実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
34,914人自治体人口

自治体名 島根県大田市

։5"%࠵"

石見神楽と共奏、
オペラ「石見銀山」の
制作・上演

ౡࠜ県
大ా市
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

あしや砂像展
2017

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：  2019年10月18日（金）～11月4日（月・祝）

※2019年2月時点での予定
■開催場所：芦屋海浜公園レジャープールアクアシアン
■問い合わせ先：
・団体名
　あしや砂像展実行委員会
・ 住所
  〒807-0198 福岡県遠賀郡芦屋町幸町2-20
・ 電話番号：093-223-3542
・MAIL：kanko@town.ashiya.lg.jp
・URL：https://www.ashikan.jp/sazouten/ 約36,000人観客数

芦屋海浜公園レジャープールアクアシアン開催場所

2017年10月20日（金）～11月5日（日）開催日

4回開催回数

あしや砂像展実行委員会主催団体

※平成30年12月末現在の住民基本台帳人口
13,913人自治体人口

自治体名 福岡県遠賀郡芦屋町

։5"%࠵"

෱Ԭ県
ԕլ܊Ѷ԰ொ

芦屋町の海水浴場は、広大な砂浜が広がり、冬場は海から
の強風により町内に砂が飛散します。非常に迷惑な砂ですが、
とても粒子が細かく、活用方法がないか検討した結果、砂で
造る彫刻に最適な砂であることがわかり、砂の彫刻（砂像）
として展示することに至りました。過去には、海水浴場を利
用して「砂浜の美術展」として展示をしていましたが、財政
難となり2005年に休止を余儀なくされました。しかし、多
くの再開を望む声が後押しとなり、2014年に「あしや砂像展」
としてリニューアルし再開するに至りました。
毎年変わるテーマに基づき、海外から招いたプロの砂像彫
刻家、国内で活動する砂像愛好家団体から地元の中学生まで、
様々な人々による砂像制作が行われます。プロが造る砂像で
は、大きなもので幅12メートル、高さ5メートルほどになり、
砂で造ったとは思えないほど繊細で美しい砂像が会場に登場
します。2017年のテーマは「祭り」。日本や世界で開催さ
れている個性的な「祭り」を砂像で表現し、来場した多くの
お客様に楽しんでいただきました。
実行委員会には、住民も参画し、会場設営なども町内業者
の協力の下、芦屋町全体で取り組み、迷惑なものを魅力ある
ものへと活用させたすばらしいイベントです。
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年10月19日（土）・20日（日）
■開催場所：福智町金田ドーム
■問い合わせ先：
・団体名
　福智町・福智スイーツ大茶会実行委員会
・ 住所
  〒822-1292 福岡県田川郡福智町金田937番地2
・ 電話番号：0947-22-7766
・MAIL：fg0500@town.fukuchi.lg.jp
・URL：http://www.town.fukuchi.lg.jp/

例年、町の人口を上回る3万人以上が訪れる
九州最大規模のスイーツイベント「FUKUCHI 
FIND FESTIVAL　福智スイーツ大茶会」。地
元で育まれた「食」、国指定伝統的工芸品・上
野焼（あがのやき）の「器」、童謡作曲家・河
村光陽の生誕地として醸成した「音楽」という
福智町ならではの「食」と「器」と「音楽」の
魅力を融合させた地域ブランド化を担う町おこ
しイベントです。
2011年 度 か ら 毎 年 開 催 し て い る

「FUKUCHI FIND FESTIVAL」は、初回にご
当地グルメ「福智名物・方城すいとん」の発掘、
2回目に新特産品「ふくち☆リッチジェラート」
の開発など、地域資源開発と一体となって展開
し、3回目から上野焼の茶陶としての魅力の発
信と一期一会のおもてなしをテーマにした「福
智スイーツ大茶会」へと発展してきました。
新たな特産品開発や新種開発を積み重ね、上
野焼との数々のコラボ企画を実現させながら、
年を重ねるごとに魅力とスケールを高めてきた
「福智スイーツ大茶会」。50店を超える福岡県内の有名スイーツ店の逸品のほか、ふるさ
と納税の返礼品生産者が腕を振るう「福智グルメストリート」をはじめ、毎回新たな地域
資源に出会えるのも魅力。上野焼茶会や上野焼茶道ワークショップなど、伝統的な茶器に
触れる企画も毎年大好評です。
会場内では「福智町音楽祭」を展開し、町内音楽団体や多彩なアーティストが生演奏や
コーラスで「音楽の町」ならではのステージをお届け。「上野焼秋の窯開き」や平成筑豊
鉄道の「へいちくフェスタ」など同日連携開催による相乗効果も生み出し、大茶会は町の
シンボルイベントに位置づけられています。

延べ約30,000人観客数

福智町金田ドーム開催場所

2017年10月14日（土）・15（日）開催日

7回開催回数

福智町・福智スイーツ大茶会実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
22,991人自治体人口

自治体名 福岡県福智町

։5"%࠵"

FUKUCHI FIND 
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福智スイーツ大茶会
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次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年7月14日（日）
■開催場所：熊本県天草郡苓北町富岡（富岡港袋湾）
■問い合わせ先：
・団体名
　苓北じゃっと祭実行委員会
・ 住所
  〒863-2503 熊本県天草郡苓北町志岐660番地
（苓北町役場商工観光課内）
・ 電話番号：0969-35-1111
・MAIL：kankou@town.reihoku.lg.jp
・URL：http://reihoku-kumamoto.jp

ペーロンとは、舟漕ぎ競争の一つであり、も
ともと中国から伝えられたものです。中国語の
白龍（パイロン）が語源と言われています。苓
北町のペーロンは1670年代に端午の節句（旧
暦5月5日）に男の子の健康を願い、また大漁
を祈って行う行事として長崎市から伝来したと
言われ、今年で約350年を迎える苓北の真夏
を彩る風物詩となっています。ペーロンが伝え
られた当時、ペーロン競漕の時期には、血肉に
湧かせ血気にはやる若者たちの喧嘩騒ぎが絶え
ず、奉行所がたびたび禁止令を出したと記録が
残っているほどその熱気はすさまじいものでし
た。天草苓北ペーロンは戦後一時中断されてい
ましたが、このペーロン文化を保存・継承する
ため1987年に「子供ペーロン大会」として子
どもペーロンが、1989年に「九州ペーロン大
会」としてペーロン競技が完全復活しました。
この「九州ペーロン大会」は、天草れいほくペー
ロン大会の前身となる大会であり、本大会は例
年県外を含めた約30チーム（第29回大会は
29チーム参加）が参加し、一般男子の部、男女混成の部、小学生の部において白熱し
たレースが展開されます。大会開始当初から大会スタッフとして尽力される方がいたり、
小中学校ではペーロンの練習を校内のプールで行ったりと夏の風物詩として今なお町民
に広く根付いております。また、本大会は地域間交流の一環として、県外からのチーム
も参加されており、県外からはペーロンの本場である長崎県長崎市、本町と友好姉妹都
市である佐賀県唐津市より参加があります。交流人口の拡大や観光振興も目的としてお
り、大会参加者のみならず一般のお客様にも足を運んでいただき、地元への経済効果や
地域活性化にも一役買っているイベントであると言えます。

3,500人観客数

熊本県天草郡苓北町富岡（富岡港袋湾）開催場所

2017年7月23日（日）開催日

29回開催回数

苓北じゃっと祭実行委員会主催団体

※2018年12月末現在の住民基本台帳人口
7,281人自治体人口

自治体名 熊本県天草郡苓北町

։5"%࠵"

苓北じゃっと祭
「天草れいほくペーロン大会」

ຊ県۽
ఱ૲ྲ܊๺ொ

2019・5月号地域づくり 特集編 28



次 点次 点 第23回
ふるさとイベント大賞

白鬚田原神社の
どぶろく祭り

࣍ճ։࠵೔ఔ
■開 催 日：2019年10月17日（木）～10月18日（金）
■開催場所：大分県杵築市大田沓掛1693　白鬚田原神社
■問い合わせ先：
・団体名
　どぶろく祭りイベント実行委員会
・ 住所
  〒879-0901 大分県杵築市大田石丸445
（杵築市役所大田振興課内）
・ 電話番号：0978-52-2222
・MAIL：o-sinkou@city.kitsuki.lg.jp

毎年10月17日、18日の2日間、白鬚田原神社
の秋祭りに国税庁の許可を得て、境内の酒造庫で
造った「どぶろく」を参拝者に振る舞う古式ゆか
しい祭り行事です。
この祭りは710年（和銅3年）の神社創建以来、
秋の大祭に氏子がご神前に「どぶろく」をお供え、
ご神特を敬い、五穀豊穣、無病息災を祈るために
始められたと伝えられています。
神前に供え、そのお下がりを「神霊の宿る長寿
の薬」として氏子や参拝者が頂いていたという「ど
ぶろく」は、江戸時代までは自由に醸造していま
したが、明治の酒税法改正により、古代より中断
なく毎年醸造していた神社に限り許可され、今で
も続けられています。
大祭における「どぶろく」の醸造や振る舞いは
古くから永い歴史を経ながら、その時、その時代
で色々なしきたりをつくり今日に伝えています。
神社では「とうや行事」（国選択無形民俗文化財）
として、祝組（ほうりぐみ）、神元（じがん）、杜
氏の三者が一体となって奉仕しています。
1965年頃は100リットル前後の醸造量でありましたが、1975年頃から年々参拝
者が多くなるに連れて、少しずつ醸造量を増やしてきました。今では県内外各地から
「どぶろく」を求めて多くの参拝者が訪れるようになり、両日で1,800リットルを超
えるどぶろくの振る舞いが行われています。
山村の小さな集落の氏子50戸余りで行っているこの祭りも高齢化率が50％を超
え、この伝統行事を継続することが厳しい状況になっていますが、地区外の方のご協
力を得ながら先代から受け継いだ伝統あるどぶろく祭りを持続可能なものとし、今後
も後世に伝えていきたいと願っています。

10,000人観客数

大分県杵築市大田沓掛1693　白鬚田原神社開催場所

2017年10月17日～ 10月18日開催日

開催回数

白鬚田原神社主催団体

※平成30年12月末現在の住民基本台帳人口
29,437人自治体人口

自治体名 大分県杵築市

։5"%࠵"

大分県
杵築市
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「ふるさとイベント大賞」は、全国各地で数多く開催されている地域の活力を生み出すイベントを表彰し、
全国に向けて紹介することによって、ふるさとイベントの更なる発展を応援することを目的に設けられた賞
です。
今回で 23回目を迎え、第 22 回までに、162 の個性豊かなイベントを表彰しています。
今後も、ふるさとイベントの創造・発展を促すことで、地域固有の風土・伝統・暮らしを守るとともに、
地域に対する愛着と誇りを育み、内外との交流による地域の活性化を目指しています。

ୈ��ճ;Δ͞ͱΠϕϯτ大৆

●応募対象イベント
平成 29 年 7 月 1 日から平成 30 年 6 月 30 日までに市区町村（広域を含む）で開催されたイベント。
ただし、以下のいずれかに該当するイベントは対象外とします。

・直近の 5回（第 18 回～第 22 回）に大賞及び最優秀賞等各賞を受賞したイベント
・継続性がなく 1回の開催のみで終了するイベント

●選考過程
イベント主催団体から、市区町村等を通じ、都道府県へ応募書類を提出していただきました。今回の応募

総数は 144 件でした。
応募されたイベントについては、イベントプロデューサーや学識経験者等により構成される「第 23 回ふる
さとイベント大賞選考委員会」において、厳正な審査を行い、受賞イベントを決定しました。
なお、選考にあたり、下記の選考基準をもとにイベント内容を総合的に判断しました。

●選考基準
評　価　の　ポ　イ　ン　ト

企　画

・地域資源を積極的に活用している。
　（地域資源：風土、産業、食文化、伝統文化、歴史、特産物、建築物・構造物など）
・独創性に溢れ、新たな地域の魅力を創り出している。
・多くの人を惹きつける魅力がある。
・魅力を増すための創意工夫が顕著である。

効　果

・地場産業の振興や観光客誘致など、経済的な波及効果がある。（低予算でも波及効果が大きいなど）
・地域の知名度アップに貢献している。
・地域住民の郷土意識の高揚に繋がっている。
・伝統文化の継承や新しい文化の創造に繋がっている。

運　営
・地域住民が積極的に参加している。（参加することに誇りを持っている。）
・地域の内外を問わず、交流や連携が行われている。
・継続して開催されており（継続される見込みがあり）、将来の発展性が見られる。
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地域
TOPICS
トピックス
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শ
Ờ
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̕
̕
̑
年
に
大
ࡕ
෎
内
ࢢ
ொ
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職
員
を
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し
た
޿
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修
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っ
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事
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ொ
ଜ
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੓
ࡦ
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ਤ
る
た

め
、
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Ҭ
的
か
つ
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な
՝
୊
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੓
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に
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い
て
ఏ
ݴ
等
を
行
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こ
と
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し
て
い
る
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ߘ
で
঺
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す
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研
究
会
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は
研
究
事
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ͻ
と
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で
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識
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ऀ
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ݴ
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を
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め
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が
ら
、
ࢢ
ொ
ଜ

職
員
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関
܎
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と
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て
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ࠪ
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究
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究
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ৄ
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ࠂ
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෺
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ッ
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Ａ
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ϗ
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ジ
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ਵ
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。
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マ
ッ
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̨
Ａ
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Ａ
で
は
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２
̌
̍
̓

年
度
に
ủ
自
治
体
職
員
の
働
き
方
改
革
研

究
会
Ứ
を
実
施
し
、
自
治
体
職
員
の
働
き

方
の
現
ঢ়
と
՝
୊
を
さ
ま
ざ
ま
な
໘
か
ら

ௐ
ࠪ
・
分
ੳ
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
働
き

方
を
実
現
す
べ
き
か
、
۩
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的
に
ఏ
ݴ
し

た
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地
Ҭ
ͮ
く
り
Ứ
２
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̍
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年
̐
݄

߸
参
র
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ຊ
研
究
会
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２
̌
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̑
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務
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ࡦ
研
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研
修
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修
所
ڭ
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の
高
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ࢯ
の
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と
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究
活
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ス
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さ
せ
た
。
個
人
の
働
き
方
改
革
に
ண
目

し
た
ࡢ
年
度
の
研
究
会
と
は
対
র
的
に
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ண
目
し
た
。ủ
業
務

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ௐ
ࠪ
Ứớ
ৄ
ࡉ

は
後
述
Ờ
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
՝
୊
を

中
৺
に
議
論
を
重
ね
、
ຊ
年
２
݄
に
成
果

ใ
ࠂ
会
を
։
࠵
し
た
。
な
お
、
研
究
成
果

や
ఏ
ݴ
、
֤
地
で
の
視
察
ใ
ࠂ
等
を
ま
と

め
た
ใ
ࠂ
ॻ
に
つ
い
て
は
ຊ
年
̏
݄
に
発

行
さ
れ
た
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ষ
で
そ
の
Ұ
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す
る
。
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前
述
の
通
り
、
地
方
自
治
体
職
員
の
働

き
方
に
関
す
る
実
ଶ
を
把
握
す
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
分
ੳ
を
ࢼ
Έ
た

結
果
、
管
理
職
と
非
管
理
職
と
で
働
き
方

に
対
す
る
考
え
方
や
感
じ
方
、
意
識
や
価

値
観
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ࠩ
異
が
見
ら

れ
た
。
こ
れ
は
զ
々
に
と
っ
て
大
き
な
発

見
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ࠩ
異
を
ຒ
め
る
こ

と
、
そ
も
そ
も
ࠩ
異
が
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ұ
人
Ұ
人
が
働
き

方
改
革
を
自
分
事
と
し
て
ଊ
え
、
よ
り
良

い
職
場
؀
ڥ
を
ৢ
成
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
՝
୊
に
つ
い

て
、
下
ه
の
ఏ
ݴ
を
行
い
た
い
。

（
̍
） 

࢓
ࣄ
ྔ

仕
事
量
に
つ
い
て
は
、
ࠔ
೉
度
の
高
い

業
務
が
多
い
と
ࢥ
っ
て
い
る
職
員
が
多
い

こ
と
と
、
年
ྸ
に
よ
っ
て
業
務
量
に
ࠩ
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ࠔ
೉
度

の
高
い
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

は
、
そ
の
業
務
内
༰
に
ಛ
Խ
し
た
研
修
を

積
極
的
に
ಋ
入
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。
ま
た
、
年
ྸ
に
よ
る
業
務
量
の
ࠩ
を

ຒ
め
る
た
め
に
は
、
適
切
な
人
員
配
置
と

と
も
に
業
務
内
༰
を
ਫ਼
ࠪ
す
る
機
会
を
ઃ

け
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
組
織
શ
体
で

業
務
改
ળ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

֤
෦
ॺ
の
҆
ఆ
的
な
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務
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行
に
繋
が
る

と
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え
ら
れ
る
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管
理
職
は
非
管
理
職
に
対
し
て
指
ࣔ
଴

ͪ
の
ऀ
が
多
い
と
感
じ
て
お
り
、
非
管
理

職
は
管
理
職
に
対
し
て
ڧ
い
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ー
μ
ー
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ా
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༑
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吹
田
市
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育
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域
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―
マ
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セ
Ｏ
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「
働
き
方
改
革
を
踏
ま
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組
織
マ
ネ
ジ
メ
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ト
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究
会
」
―

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
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メ
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ト
で

 

職
場
環
境
を
醸
成

大阪府
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平成 31 年 3 月 13 日（水）に総理大臣官邸にて、「平成 30 年度ふるさとづくり大賞」及び「第 23 回ふるさとイベ

ント大賞」の内閣総理大臣賞表彰式が開催されました。

表彰式では、安倍晋三内閣総理大臣から受賞者の豊重哲郎氏（ふるさとづくり大賞・鹿児島県鹿屋市）、与那原大

綱曳まつり運営委員会（ふるさとイベント大賞・沖縄県与那原町）に表彰状と記念楯が授与されました。安倍首相は、

受賞者の地域づくり活動の業績を讃えた上で、「皆様の活動は、ふるさとを愛する気持ちにあふれた、素晴らしいも

のと感じました。ふるさとを愛する気持ちを育み、誇りあるふるさとをつくる、この精神こそ、魅力ある地方を創生

する力の源泉です。政府としては、引き続き、ふるさとづくりを力強く後押ししてまいりますので、皆様方にも、な

お一層御活躍いただきますことを御期待申し上げまして、お祝いの御挨拶とさせていただきます。」と述べられました。

平成 30年度ふるさとづくり大賞
豊重哲郎氏

（鹿児島県鹿屋市）

第 23回ふるさとイベント大賞
与那原大綱曳まつり運営委員会

（沖縄県与那原町）

豊重哲郎氏への表彰状授与 与那原大綱曳まつり運営委員会への表彰状授与

平成 30 年度ふるさとづくり大賞・第 23 回ふるさとイベント大賞
内閣総理大臣賞表彰式の開催

ッ
プ
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
管
理
職
と
非
管
理
職
が
両
輪
と
な

っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
充
実
と
、
非
管

理
職
の
組
織
に
対
す
る
貢
献
力
の
充
実
の

双
方
が
重
要
で
あ
る
。
管
理
職
に
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
、
非
管
理
職
に
は
フ
ォ
ロ

ワ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
上
か
ら
の
動
き
、
下
か
ら
の
動
き
に

よ
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
仕
事
の
効
率

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
適
性
に
応
じ
た
人
事
配
置
、
業
務
量
に

応
じ
た
職
員
の
配
置
が
最
も
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
行
の
人

事
評
価
制
度
や
庁
内
Ｆ
Ａ
制
度
を
活
用
し
、

職
員
の
適
性
や
業
務
遂
行
能
力
を
把
握
し
、

検
証
・
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な

人
事
配
置
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
組
織

と
し
て
こ
う
し
た
人
事
運
用
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
人
事
に
関
す
る
専
門
知
識

の
習
得
は
不
可
欠
で
あ
る
。
人
事
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
研
修
等
の
機
会
が

あ
る
こ
と
で
、
人
事
の
専
門
性
が
担
保
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
円
滑
な
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
要
因
と
し

て
、
管
理
職
は
仕
事
へ
の
や
り
が
い
や
社

会
貢
献
を
、
非
管
理
職
は
自
身
の
成
長
や

職
責
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
て
お
り
、
働
く
こ
と

そ
の
も
の
の
価
値
観
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ

ャ
リ
ア
研
修
を
行
っ
て
組
織
で
の
活
躍
を

後
押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
手
職
員
が

将
来
の
見
通
し
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
若
手
職
員
に
積
極

的
に
業
務
を
回
す
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
、
前
述
の
仕
事
の
適
切
な
分
担
に
も
繋

が
る
。
ま
た
、
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な

い
勤
務
体
制
や
休
暇
の
取
得
促
進
に
よ
っ

て
、
働
き
方
そ
の
も
の
の
質
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
た
め
、

そ
う
し
た
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
有

効
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

業
務
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
管
理
職
と
非
管
理
職
の
感
じ
方
は
同

じ
で
あ
っ
た
が
、
業
務
外
の
感
じ
方
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
時
代
背

景
や
価
値
観
の
違
い
に
よ
る
影
響
も
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
む
し
ろ
業
務
内

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
や
、

相
手
の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
だ
と
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

研
究
会
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

働
き
方
改
革
の
推
進
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
見
て
良
い
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
、
実
践
す
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
と
と
も
に
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

下
で
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
働
き
や
す
さ

や
働
き
が
い
を
保
証
し
、
発
信
し
共
有
し

浸
透
さ
せ
る
意
識
改
革
が

大
き
な
鍵
と
な
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
機
能
し
て
こ
そ
、
実

践
に
結
び
つ
く
改
革
と
な

る
の
で
あ
る
。

こ
の
２
年
間
研
究
会
に

参
加
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
や
地
方
自
治
体
の
視

察
を
踏
ま
え
、
議
論
を
重

ね
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
働
き
方
改
革
と
と
も
に

自
分
に
と
っ
て
の
働
き
方

と
も
向
き
合
っ
て
き
た
。

障
害
が
あ
る
と
い
う
制
約

の
中
で
い
か
に
働
く
の
か

と
い
う
自
身
の
問
い
を
キ

ャ
リ
ア
自
律
の
視
点
か
ら

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、

理
想
と
す
る
働
き
方
を
追

究
し
続
け
る
意
義
を
実
感

で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の

私
の
職
業
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が

あ
っ
た
。
働
き
方
改
革
が
成
功
し
て
い
る

企
業
や
自
治
体
に
共
通
す
る
の
は
、
個
を

大
切
に
し
、
個
々
の
働
き
方
を
尊
重
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
様
性
を
ベ
ー
ス

と
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
人
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
社
会

に
な
る
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の
目
指
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
る
。

研究成果報告会の様子
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